飄燃ン 


本装置用に用意されている各種オプションの取り付け-取り外しの手順や作業を行う際のを意事項につい 
て説明します。システムの拡張後にシステム BIOS の設定を変更する必要がある場合があります。この章で 
システム BIOS 、 SCSI 巨 lOS (外付けの SCSI 機器風、ディスクアレイ BIOS (内蔵八ードディスク用）のユー 
ティリティについて操作方まやを意事項を説明します。 


作業を始める前に(一158ページ） . 

取り付け/取り外しの準備(一160ページ） . 

取り付け/取り外しの手順(一162ページ） . 

システム BIOS コンフィグレーション（一196ページ) 


安全上のを意や取り扱いの際のを意事項について 
説明しています。作業を始める前に必ず読んでく 
ださい。 

オプションデバイスの取り付け（または取り外し） 
の準備ができるまでの手順じついて説明していま 
す。 

オプションデバイスの取り付け（または取り外し） 
の手順について説明しています。 

BIOS SETUP ユーティリティを使った本体の入 
化力に関するコンフイグレーシヨンについて説明 
しています。 


SCSI 目 I 0 S コンフィグレーション（一225ページ） ...... 

ディスクアレイ BIOS コンフィグレーション(一232ページ) 

RAID コンフィグレーション（一234ページ） . 


..Adaptec SCSISete なユーティリティを使った 
SCSI 巨 I 0 S に関するコンフィグレーションについ 
て説明しています。 

.. 本体標準装備のディスクアレイコント□ーラの 
巨 I 0 S オプションの説明しています。 

..ディスクアレイの RAID を構築する上でのを意事 
項を説明しています。詳細はオンラインド羊ュメ 
ントをご覧ください。 
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作業を始める前に 

本装置に取りがけられるオプションの取り付け方法およびを意事項じついて記載しています。 


安き上の注意 


安全に正しくオプションの取り付け/取り外しをするために次のを意事項を必ず守ってくだ 
さい。 





®0 
A A 

A 處 

装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、人び死こずる、または重傷を負うおそれびありまず。詳しくは 、 iii 
ぺー ジ ly 降の説明をご覧ください。 

• 自分で分解•修理•改造はしない 

• CD - ROM ドライブの内部をのぞかない 

• リチウム電池やニッカド電池、ニッケル水素電池を取りがさない 

• プラグを差し込んだまま取り扱わない 



A ミ主意 


A 0 

A 瓜 

装置をま全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、义傷やけびなどを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。 
詳しくは、 iii ぺージ ly 降の説明をご覧ください。 

• 一人で持ち上ばない 

• 中途半端に取り付けない 

• カバーをがしたまま取り付けない 

• 指を挟まない 

• 高温ま意 
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巧り胁、上のを意 


装置を正しく動作させるために次のを意事項を守ってください。 

• ここで示すオプションの取りがけ/取り外しはユーザー個人でも行えますが、この場合の 
装置および部品の破損または運用した結果の影響じついてはその責任を負いかねますの 
でご了承ください。本装置について詳しく、専門的な巧識を持った保守サービス会社の 
保守員じ取りがけ/取り外しを行わせるようお勧めします。 

• オプションおよびケーブルは NEC が指定する部品を使用してください。指をじ(外の部品 
を取り付けた結果起きた装置の誤動作または故障/破損じついての修理は有料となりま 
す。 

• ここで説明していない部品の取り付けや交換、取り外しをしないでください。説明され 
ていない部品やデバイスの取りがけ/取り外し/交換は保守員が行います。 


静電気が策について 


本体内部の部品は静電気に弱い電子部品で構成されています。取りがけ/取り外しの際は静 
電気による製品の故障に十分を意してください。 

•リストストラップ(アームバンドや静電気防止手袋など)の着用 

リスト接地ストラップを手首に巻きがけてください。手に入らない場合は部品を触る前 
に崖体の塗装されていない金属表面に触れて身体に蓄積された静電気を放電します。 
また、作業中は定期的に金属表面に触れて静電気を放電するようにしてください。 

• 作業場所の確認 

-静電気防止処理が施された床またはコンクリートの上で作業を行います。 

-カーペットなど静電気の発生しやすい場所で作業を行う場合は、静電気防止処理を 
行った上で作業を行ってください。 

• 作業台の使用 

静電気防止マ、ソトの上に本装置を置き、その上で作業を行ってください。 

• 着巧 

-ウールや化学繊維でできた服を身につけて作業を行わないでください。 

-静電気防止靴を履いて作業を行ってください。 

-取り付け前に貴金属脂輪や腕輪、時計など)を外してください。 

• 部品の取り扱い 

-取り付ける部品は本装置に組み込むまで静電気防止用の袋に入れておいてください。 
-を部品の緣の部分を持ち、端子や実装部品に触れないでください。 

-部品を保管•運搬する場合は、静電気防止用の袋などに入れてください。 


システムの拡張と n ンフイグレ—シヨン 
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取り付け/取りかしの準備 


次の手順に従って部品の取りがけ/取り外しの準備をします。 



部品の取り付け/取り外しの作業をする前に準備をします。 


1 . 0 S のシャットダウン処理を巧う。 

2. 本体の電源を OFF ( POWER / SLEEP ラン 
プ消の)(こする。 

3. 本体に接続しているすべてのケーブルお 
よび電源コードを取り外す。 

i ：_ i 上で完了です。部品の取り付け取り外 
しじはプラスドライバとマイナスドライ 
バが必要です。用意して<ださい。 



取り付け/取りかし後の確認 


オプションの増設や部品の取り外しをした後は、次の点について磕認してください。 


• 取り外した部品を元どおりに取り付ける 

増設や取り外しの際に取り外した部品 
やケーブルは元どおりに取りがけてく 
ださい。取り付けを忘れたり、ケーブ 
ルを引き抜いたままにして組み立てる 
と誤動作の原因となります。特に、内 
部の部品を取り扱った後は、 FPC ケー 
ブルがお実に接続されていて、固を用 
车ヤツプで固定されていることを磕認 
して<ださい。また、部品やケーブル 
は中途半端じ取り付けず、痛実に取り 
がけてください。 
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• 装置内部に部品やネジを置き忘れていないか確認する 

特にネジなどの導電性の部品を置き忘れていないことを磕認してください。導電性の部 
品がマザーボード上やケーブル端子部分に置かれたまま電源を ON にすると誤動作の原因 
となります。 

• 装置内部の冷却効果について確認する 

内部に配線したケーブルがぶ却用の穴をふさいでいないことを磕認してください。ぶ却 
効果を失うと装置内部の温度の上昇により誤動作を引き起こします。 

• ツールを使って動作の確認をする 

増設したデバイスによっては、診断ユーティリティや目 IOS セットアップユーティリティ 
などのツールを使って正しく取り付けられていることを磕認しなければいけないものが 
あります。それぞれのデバイスの増設手順で詳しく説明しています。参照してくださ 
い。 
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取り付け/取りかしの手順 


次の手順に従つて部品の取りがけ/取り外しをします。 


八ードディスク 


本体の前面にある八ードディスクベイじは、 SCA 2 インタフェース （ Ult 「 a 160 SCSI ) を持つ 
八ードディスクを取り付けるス□、ソトを6つ用意しています。 

M-O • NEC で指定していないハードディスクを使用しないでください。サードパーティの八一 
目^ ドディスクなどを取り付けると、 J \- ドディスクだけでなく本体び故障するおそれびあ 

0ます。ノ\ー ドディスク rN 81 曰0-14己（3巨.366、10,000 rpm . Ultra ! 巨0)」をお 
買い求めくださいに002年11月現在)。 

• 標準で3台の八ードディスクび搭載されていまず (SCSI IDO 〜 ID 2)。 

ス□、ソトじは約 25.4 mm (1 インチ)厚の八ードディスクを取りがけることができます 。 SCSI 
ID は次のように固定で設定されています。 


SCSI ID3 



A - ドディスクベイは、化荷時の構成でディスクアレイコント□ーラ上の SCSI コネクタに 
接続されています。 

SCSI IDO 〜 ID 2 のベイを除く八ードディスクベイにはダミースポンジが入っています。ダ 
ミースポンジは装置内部のを却効果を高めるためのものです。八ードディスクを搭載してい 
ないス□、ソトにはダミースポンジを取りがけてください。 
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取り付け 


次に示す手順で八ードディスクを取り付けます。その他のス□、ソトへの取り付けも同様の手 
順で行えます。 


ハードディスクは、フロントべゼルを取り外すだけで取り付け/取り外しを行うことができ 
L ヒント I ます。 


n-O ディスクアレイを構成している場合は、同じパックを構成する八ードディスクの容量などの 
仕様び同じものを使用してください。 


160ページを参照して準備をする。 


2. セキュリティキーでフ□ン トべゼルの 
□ックを解除して、フ □ン トべゼルを取 
り外す。 

3. 八ードディスクを取り付けるス□、ソトを 
確認する。 

ス□、ソトは標準で6つあります 。 SCSI ID 
番号のルさい順(こ取り付けて < ださい。 
SCSI ID はス□、ソトの位置でみまってい 
ます。 



セ丰ュリテイ□ック 


4. ダミースポンジを取り外す。 

ダミースポンジは SCSI IDO 〜 ID 21 U かの 
ス□、ソト(こ取り付け6れています。 


ダミースポンジは大切に保管しておい 
て < ださい。 



己.八ードディスクの□ックを解除する。 
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7. 八ンドルをゆっくりと閉じる。 

「カチ、ソ」と音がして□ックされます。 

w-OiM 

八ンドルとトレーに指を挟まないよう 
にま意してください。 

押し) A むときに八ンドルのフックがフ 
レーム(こ引つかかっていることを確認 
してください。 



8 . 本体の電源を ON にして、 SETUP ユーティリティを起動して 「 BootJ-rHard Disk 」 サブメニュ ー 
でブート順位の設定をする。 

八ードディスクを増設するとそれまで記憶されていたブート順位の設定がクリアされるためで 
す。 


9. 手順2で取り外したフ□ントべゼルを取 
りがける。 

フ□ントべゼル左側のタブが本体のフ 
レーム(こ引つかかるようにしてか6取り 
がけてセキュリティキーで □、ソ クしま 
す。 


フレーム 
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取り外し 

次の手順で八ードディスクを取り外します。 

^ 八ードディスクが故障したためじディスクを取り外 
云巧]す場合は、八ードディスクの D に K ランプがアンバー 
色(こ点なしているス□、ソトをあ6かじめ確認してく 
ださい。 


D に K ランプ 


1. 160ページを参照して準備をする。 

2 . セキュリティキーでフ□ントべゼルの 
□ックを解除して、フ□ントべゼルを取 
り外す。 

3. レバーを押して□ックを解除し、八ンド 
ルを倒す。 

4. 八ンドルと八ードディスクをしっかりと 
持って手前に引き化す。 

曰.八ードディスクを取りかしたまま本体を 
使用する場合は、空いているス□ット(こ 
ダミートレーを取り付ける。 

巨.本体の電源を ON にして、 SETUP ユーティリティを起動して 「 BootJ-rHard Disk 」 サブメニュ ー 
でブート順位の設定をする。 

八ードディスクを増設するとそれまで記憶されていたブート順位の設定がクリアされるためで 
す。 

7. 手順2で取りかしたフ□ントべゼルを取りがける。 
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ディスクアレイ構成の場合、故障した八ードディスクの交換後、交換した新しいディスクに 
交換前までの情報を記録することにより、故障を起こす w 前の状態に戻すことのできるオー 
トリビルド機能を使用することができます。 

オートリビルド機能は、 RAID 1、 または RAID 5、 RAD 0+1 に設定されているディスクアレ 
イで有効です。 

オートリビルドは、故障した八ードディスクをホ、ソトスワップ(電源 ON の状態でのディスク 
の交換)するだけで自動的に行われます。オートリビルドを行っている間、八ードディスク 
にある D に K ランプが緑色とアンバー色に交互に点灯してオートリビルドを行っていること 
を W します。 

I n-O 才ートリビルドに失敗すると、八ードディスクにある D 旧 K ランプびアンパー色に点なしま 
す。もう一度ディスクの取りがし/取り付けを行ってオートリビルドを実巧してください。 

オートリビルドを行うときは、次のを意を守ってください。 

• 八ードディスクが故障してから、オートリビルドを終了するまで装置の電源を OFF にし 
ないでください。 

• 八ードディスクの取り外し/取り付けは、90秒じ(上の間隔をあけて行ってください。 

• 他にリビルド中の八ードディスクがある場合は、ディスクの交換を行わないでください 
(リビルド中は八ードディスクにある D に K ランプが緑色とアンバー色に巧互に点灯して 
います）。 



電源 a ニツ 



万一電源ユニット （1 台)が故障してもシステムを停止することなく運用することができます 
(冗長機能)。 

取り付け 

次の手順に従って電源ユニットを取りがけます。 

1. 160ページを参照して準備をする。 


I ^^、ず電源を〇ドドにしてください。誤動作や故障の原因となります。 

2 . ケーブルアームを後ろに引いて電源ユニット増設用ス□、ソトを確認する。 


3. ブランクカバーの取っ手をつまみなが6 
手前(こ引<。 

ブランクカバーの□ックが解除されま 
す。 

4. ブランク カバーを 取りかす。 


取りがしたカバーは大切に保管してお 
いて < ださい。 




電源ユニット接続端子部分に触れない 
で < ださい。 
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7. AC キャップを取りかす。 


ラジオペンチなどを使って取り化して< 
ださい。 



8 . 電源コードに本)を接続する。 

標準で添付されていたものと増設した電 
源 ユニッ トに添付されていた コー ドを使 
います。コードを接続すると AC POWER 
ランプが点滅します。 

9. 本体の電源を ON じする。 

AC POWER ランプが点灯します。 

10. STATUS ランプで電源ユニットに関する 
エラー表示がないことを確認する。 

エラー 表示の詳細については22ページを 
参照してください。 

また 、 AC POWER ランプが消灯している 
場合は、もう一度電源ユニットを取り付 
け直してください。それでも同じ表示が 
化たときは保守サービス会社に連絡して 
ください。 


電源ユニット1 電源ユニット2 

電源ュニット1用（標準装備） （オプション） 
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故障した電源ユニットの交換 

交換は電源ユニットが故障したときのみ行います。 

I n-O 正常に動作している電源ユニットを取りがさないでください。 

■: 本体の電源ュニットを冗長構成 (2 台で運用）にしているとき、そのうちの1台が故障した場 
1-^ 合は、システム稼働中（電源 ON の状態）に故障した電源ュニットを交換できます（次の手順 
- 1をとばしてくださし、）。 

1. システムを終了し、電源を OFF (こする。 

2. 背面じある電源ユニットのランプの表示 (AC POWER ランプがアンバー色に点灯）で故障してい 
る電源ユニットを確認する。 

3. 電源ユニットの取っ手をつまみなが6手 
前(こ引く。 

電源ユニットの□ックが解除されます。 

4. 電源ユニットを取りかす。 


瓦電源ユニットを交換せず1台の電源ユニットで運用する場合は、「取り付け」の手順4で取りかした 
カバーを取り付ける。 



装置内部の冷却効果を保持ずるためにも電源ユニットを取り付けていないス□ットにはブラン 
クカバーを取り付けてください 

目. 「取り付け」の手順5〜10の手順を参照して電源ユニットを取り付け、取り付け後の確認をする。 

•L 励 

2台の電源ュニットで動作していた本体の電源ュニットを電源 ON のまま交換したときは、電源 
ュニット POWER ランプが点灯します（運用を停止している間に交換したときは電源コードを接 
続するとランプが点滅し、電源を ON にすると点灯します）。 
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本な：-ラックか s の引を出し- 


八ードディスクと電源ユニットを除く部品の取りがけ/取り外しの作業は本体をラックから 
引き化した状態で行います。 



A ミ主意 


A 0 

装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、乂傷やけがなどを負うおそれや物的損害を負うおそれびありまず。 
詳しくは、 m ぺージ似降の説明をご覧ください。 

• カバーをがしたまま取り付けない 

• 指を挟まない 

• 高温ま意 

• ラックび不ま定な状態でデバイスをラックか5引き出さない 

• 複数台のデバイスをラックか5引き出した状態にしない 


1 . 160ページを参照して準備をする。 

2 . セキュリティ□ックを解除してフ□ント 
べゼルを取りかす。 



セキユリてイ□ツク 


3. 

4. 


前面のセツトスクリュー2本をゆるめ 

る0 


八ンドルを持ってゆっくりと静かにラ、ソ 
クか6引き化す。 

r カチ、ソ」と音がしてラ、ソチされます。 


八ンドル 



セツトスクリュー 


ラックへ戻す場合は、本体側面のレールにあるリリースレバーを押して、 ラ、 ソチされた状態 
を解除してください。このときに指を挟んだりしないよう十分にを意してください。 
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トップカ八- 


内蔵デバイスの取り付け/取り外しや内部のケーブル接続を変更するときはトップカバーを 
取り外します。 


取り外し 

1. 160ページを参照して準備をする。 

2 . 本体をラックか6引き出す （170 ページ参 
照)。 

3. 卜 、ソプカバーに ある □ 、ソク ボタンを押し 
なが6装置背面へスライドさせる。 

4. トップカバーを持ち上げて本体か6取り 
外す。 



取り付け 


トップカバーを 取りがけるときは、 トップカバー 
のタブが本体フレームに磕実に差し a まれている 
ことを磕認してください。 



トップカバーを本体前面に向かってスライドさせま 
す。「カ チ、 ソ」と音がしてトップカバーが□ックされ 
ます。このときにリリースボタンの状態を磕認して 
ください。磕実じ□ックされるとリリースボタンが 
上に上がった状態になります。下に押された状態(く 
ぼんだ状態)の時はトップカバーをもう一度本体前面 
に向けてスライドさせてください。それでも□ック 
されない場合は、いったんトップカバーを取り外し 
てから、もう一度取り付け直してください。 
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DIMM 


DIMMCDual Inline Memory Module ) は、マザーボード上の DIMM ソケ、ソトに取りがけま 
す。マザーボード上には DIMM を取り付けるソケットが6個あります。 

I ■: メモリは最大 2 GB まで増設できます(標準装備の DIMM も交換が必數。出荷時には 、 DIMM 

#1 A と 1 B に 128 MB の DIMM を搭載しています。 

n-O • DIMM は大変静電気に弱い電子部品です。装置の金属フレーム部分などに触れて身体の 
静電気を逃がしてか5ボードを取り扱ってください。また、ボードの端子部分や部品を 
素手で触ったり、ボードを直接机の上に置いたりしないでください。静電気に関する説 
明は1己9ページで詳しく説明していまず。 

• NEC で指定していない DIMM を使用しないでください。ヴードパーティの DIMM などを 
取り付けると、 DIMM だけでなく本体び故障するおそれびあります。また、これ5の製 
品が原因となった故障や破損についての修理は保証期間中でち有料となります。 


DIMM の増副頃序 

DIMM は、 DIMM 番号の小さい順に2枚単位で増設します。 


Bank#3 


Bank#2 


Bank#1 



前面側 


M-O インタリーブ装置であるため、 Bank 単位>1に2枚の DIMM を増設してください。1つの 
Bank 内に異なる仕様 の DIMM を実装すると正常に動作しません。 

*1 Bank 単位とはイラストで示ず#1 A と# 1 B 、#2 A と# 2 B 、#3 A と# 3 B でそれぞれ1単 
位です(記号はマザーボード上にも印刷されていまず)。 

で DIMM の仕滿ホ、 DIMM に貼ってあるラベルに下記の内容で表示されていまず。 

(例） 200 MHz • Bufferred .128 MB • □ウアドレス12ビット-カラムアドレス 

10ビット - Single side の場合 

200 / B / 128 / R 12 CIO S 

I Single side 
カラムアドレス10ビット 
容量 □ウアドレス12ビット 
周波数 Bufferred 
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取り付け 


n 


次の手順に従って DIMM を取り付けます。 

〇 本装置では、 Low - profile (□—プ□ファイル： DIMM ボードの高さび30 mm ( l .2 インチ) 

司杉下)タイプの DIMM のみをサボートしています。それ似が(それ似上高い) DIMM はヴポー 
卜していません。 

1. 160ページを参照して準備をする。 

2. 本体をラックか6引き出す （170 ページ参照)。 

3. トップカバーを取り外す （171 ページ参照)。 

4. DIMM を取りがけるソケット(こ取り付け 
6れている DIMM カバーを取り外す。 

ソケット両側のレバーを広げると、力 
バーがソケットか6かれます。 


取りがした DIMM カバーは、大切に保 
管しておいてください。 


曰. DIMM をソケットにまっすぐ押し} A む。 


I チェッ匀 




► DIMM の向きに注意してください。 
DIMM の端子側には誤挿入え 
h 止するための切り欠きがありま 
す。 

>ソケットへ押す込むときは過度の 
力を加えないで<ださい。ソケッ 
卜や端子部分を破損するおそれが 
あります。 

DIMM が DIMM ソケット(こ差し} A まれる 
とレバーが自動的(こ閉じます。 


巨.手順1〜3で取り外した部品を取り付け 
る。 

7. 本体の電源を ON (こして MWA 経由（日章参照）で SETUP を起動して 「 AdvancecU-rMemory 
Configuration 」 の順で メニ ユーを選択し、増設した DIMM の ステータス 表示が 「Ins ね lied 」 (こなつ 
ていることを確認するに09ページ参照)。 

8 . 「 Advanced 」 メニユーの 「Reset Config Data 」 を 「 Yes 」 にする。 

八ードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは20日ページをご覧ください。 
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取り外し 


次の手順に従って DIMM を取り外します。 



• 故障した DIMM を取り外す場合は、 POST や ESMPRO で表示されるエラーメッセージを 
確認して、取り付けている DIMM ソケットを確認してください。 

• DIMM は最低2枚1組搭載されていないと動作しません。 


1. 160ページを参照して準備をする。 

2. 本体をラックか6引き出す （170 ページ参照)。 

3. トップカノ 一を取りかす （ 171ページ参照)。 

4. 取りかす DIMM のソケットの両側じある 
レバーを左ち(こひろげる。 

□ックが解除され D I M M を取り外せま 
す。 

5. 手順3で取り外した部品を取り付ける。 

7. 本体の電源を ON (こした後、 MWA 経由（日章参照）で SETUP を起動して rAdvancecU-rMemory 
ConfigurationJ-fMemory Retest 」 を 「 Enabled 」 (こ設定し、取りかした DIMM のエラー情報をク 
リアするに09ぺージ参照)。 

8 . 「 Advanced 」 メニューの 「Reset Config Data 」 を 「 Yes 」 にする。 

J \- ドウェアの構成情報を更新するためです。詳しくは205ページをご覧ください。 







プロセッサに PU) 


標準装備の CPU ( Intel ® Xeon ™ processor ） に力□えて、もう1つ CPU を増設し、マルチプ〇 
セ、ソサシステムで運用することができます。 

M-O • CPU は大変静電気に弱い電子部品です。装置の金属フレーム部分などに触れて身体の 
静電気を逃びしてか5ボードを取り扱ってください。また、 CPU の端子部分や部品を 
素手で触ったり、 CPU を直接机の上に置いたりしないでください。静電気に関ずる説 
明は1己9ページで詳しく説明していまず。 

• 取り付け後の確認びでをるまではシステムへの運用は控えてください。 

• NEC で指定していない CPU を使用しないでください。サードパーティの CPU などを取 
り付けると、 CPU だけでなく本体び故障ずるおそれびありまず。また、これ5の製品 
が原因となった故障や破損についての修理は保証期間中でも有料となりまず。 
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取り付け 


次の手順に従って CPU を取りがけます。 


1 . 160ページを参照して準備をする。 


2. 本体をラックか6引き出す （170 ページ参照)。 

3. トップカノ \'一を取り外す （ 171ページ参照)。 


4. プ□セ、ソサダクトを持ち上げて取り外 
す。 

I チェック I 

フ□ント US 目ケーブルがダクトの周り 
をおうようじ配線されています。取り 
付けの際(こ正し< 配線できるように 
ケーブルのルートやケーブルの固定位 
置を確認しておいてください。 

日. CPU ソケットの位置を確認する。 
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7. CPU をソケットの上にていねいにゆつく 
りと置く。 

CPU の向きにミ主意してください 。 CPU 
とソケットは誤挿人を防止するためじ 
CPU とソケットにはピンマークがあり 
ます。 CPU とソケット側のピンマーク 
を確認して正しく取りがけてくださ 
い。 


8 . CPU を軽くソケットじ押しつけてか6レ 
バーを倒して固定する。 


9. ヒートシンクを CPU の上に置く。 





















10. ヒートシンククリップでヒートシンクを 
固定する。 

ヒー トシンククリ 、ソプ の一方のクリ 、ソプ 
をリテンションのタブに引っかけます。 
次に、クリップを押さえなが6、リテン 
ションの側面中央にあるタブ(こクリップ 
を引っかけます。 

最後に、もう一方のヒートシンククリ、ソ 
プをリテンションのタブに引っかけま 
す。 


11. ヒートシンクがマザーボードと水平に取り付け6れていることを確認する。 



• 斜めに傾いているときは、いったんヒートシンクを取りがしてか5、もう一度取り付け直し 
て < ださい。 

水平に取り付け5れない原因には次のことび考え5れます。 

- CPU が正しく取り付け5れていない。 

-ヒートシンククリップを正しく引っかけていない。 

• 固定されたヒートシンクを持って動かさないでください。 

12. プ□セ、ソサダクトを取り付ける。 

本体前面か6見て、ち側3つのファンを覆うよう(こして置いて、まっすぐ(こ本体へ押しつけると 
取り付け6れます。 

13. 取り外した部品を取り付ける。 

14. 本体の電源を ON にした後、 MWA 経由巧章参照）で SETUP を起動して 「 Main 」 メニューの 
「Processor Settings 」一 「Processor Retest 」 を 「 Enabled 」 にする。 

八ードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは204ページをご覧ください。 
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取り外し 

CPU を取り外すときは、「取りがけ」の手順1〜4を参照して取り外しの準備をした後、手順 
10〜6の逆の手順を行ってください。ヒートシンクはヒートシンククリ、ソプをマイナスドラ 
イパ、または増設 CPU に添付の取り外し工具を使って取り外した後、ヒートシンクを水平に 
少しずらすようにして動かしてから取り外してください（この後の「重要」の3項目を参照して 
ください）。 


<増設 CPU に添がの取りかし工具を使った取り外し例> 



n-O • CPU の故障 m がで取りがさないでください。 

• CPU #2に CPU を取り付けていない場台は、ダストカバーを取り付けておいてくださ 
い。 

• 運用後は熱によってヒートシンクの底にあるクールシートび CPU に粘着している場台 
びあります。ヒートシンクを取り外す際は、ちちに軽く回して、ヒートシンクび CPU 
か5離れたことを確認してか5行ってください。 CPU に粘着したままヒートシンクを 
取りがずと CPU やソケットを破損ずるおそれびあります。 


CPU の取り外し（または交換)後に次の手順を行ってください。 

1 . SETUP を起動して 「 Main 」一 「Processor SettingsJ—[Processor Retest 」 の順でメニューを選択 
し、取り外した CPU の エラー 情報をクリアするに04ページ参照)。 

CPU をを換した場合 

「 MainJ-rPmcessor Settings 」 の順でメニューを選択し、増設した CPU ののおよび L 2 Cache 
Size が正常(こなっていることを確認するに04ページ参照)。 

2. 「 Advanced 」 メニューの 「Reset Config Data 」 を 「 Yes 」 (こする。 

八ードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは20日ページをご覧ください。 
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PCI ボー 


本体には、 PCI ボードを取りがけることのできる r ライザーカード」をマザーボード上に搭載 
しています。ライザーカードには PCI ボードを取りがけることができます（本装置では、 

1000 BASE - TX ボードを1枚のみ増設可能)。 

M-O • PCI ボードおよびライザーカードは大変静電気に弱い電子部品でず。本体の金属フレー 
ム部分などに触れて身体の静電気を逃びしてか 5 PCI ボードを取り扱ってください。ま 
た、 PCI ボードおよびライザーカードの端子部分や部品を素手で触ったり、 PCI ボード 
およびライザーカードを直接机の上に置いたりしないでください。静電気に関する説明 
は1曰9ぺージで詳しく説明していまず。 

• 取り付けることびできる PCI ボードの組み合わせには制限事項びありまず。詳細はお買 
い求めの販売店または保守サービス会社までお問い合わせください。 

• Low - profile にープ□ファイル)タイプと Full - hei 呂 ht (フルノバト)タイプの PCI ボード 
で接続できるライザーカードび異なりまず。ボードの仕様を確認してか5取り付けてく 
ださい。 


■I ： PCI ボードによっては、オンボード上の拡張 ROM を利用するものもあります。ボードに添 

付の説明書を参照し、拡張 ROM の展開が必要であるかどうかを確認してください。設を 
は、 BIOS セットアップユーティリティ 「 SETUP 」 を使います。詳しくは、196ぺージを参照 
してくださし、。 



前面側 
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2C が 
1C が 
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装置背面 ディスクアレイコント□ーラを標準装備。 

*2 増設不可のス□、ソト。 
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江意事項 

取り付けや取り外しの際には次の点についてを意してください。 

• ライザーカードの端子部や電子部品のリード線には直接手を触れないようを意してくだ 
さい。手のミ由やミちれがが着し、接続不良を起こしたり、リード線の破損による誤動作の 
原因となります。 

• 本体には、 N 8104 -841000 BASE - SX 接続ボードを1枚のみ 、 PCI 3目のス□ットへ取り 
付けることができます。その他のボードや2枚じ(上のボードの増設についてはお買い求め 
の販売店、または保守サービス会社にお問い合わせください。 

♦ 本装置の起動時の PCI バスス□、ソトのサーチ順位は次のとおりです。 

-□ープ□ファイルタイプのライザーカードからフル八イトタイプのライザーカードの順 
ース□、ソ ト番号のルさい順 

したがって、次のス□ット番号の順にサーチします。 

3目->2目一1目一 3 C 一 2 C 一 1 C 

ただし、 N 8 103-52 ディスクアレイコント□ーラボードのブート優先順位はこのサーチ 
順と異なります。この後に説明する r ディスクアレイコント□ーラボード」の項を参照し 
てください。 

♦ OS やディスクアレイ目 IOS ユーティリティなどで同種の PCI デバイス（オンボードの PCI デ 
バイスも含む)の認識順唐が上記のサーチ順と異なる場合があります。次の表の PCI バス 
番号やデバイス番号、機能番号を参照して PCI デバイスのス□、ソト位置を磕認してくださ 
い。 


PCI デバイス 

pa バス番号 

デバイス番号 

機能番号 

オン ボー ド N に1 

3 

7 

0 

オン ボー ド N に2 

3 

7 

1 

ス□、ソト 1 目 

3 

8 

X 

ス□、ソト 2 目 

3 

9 

X 

ス□、ソト 3 目 

3 

10 

X 

オンボード SCSI Ch.A (外部用） 

4* 

7 

0 

オンボード SCSI Ch . 目俩部用） 

4* 

7 

1 

ス□、ソト 1 C 

4* 

8 

X 

ス□、ソト 2 C 

/] ネ 

9 

X 

ス□、ソト 3 C 

/] ネ 

10 

X 


* ス□ット1目、2目、3目(こ取り付け6れたボードによってバス番号が 5 i : J 上に 
なる場合があります。 


♦ ブートしない LAN デバイスのオプション ROM は BIOS セットアップユーティリティで 
「 Disabled 」 に設定:してください。 

♦ ブート可能な PCI カード(ディスクアレイコント□ーラや LAN ボードなど)を増設すると、 
ブートの優先順位が変更されることがあります。増設後に BIOS セットアップユーティリ 
ティの 「 Boot 」 の 「Boot Device ド11〇「けソ」サブメニューで設定し直してください。 
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ヴポートしているボードと搭載可能ス□ット 





ス□ット 





64-bit/ 巨 6MHZ/3.3V 

64^bit/100MHz/3.3V 





PCI 1C 

PCI2C 

PCI3C 

PCI IB 

PCI2B 

PCI3B 


型名 

製品名 

ス□ツト 
サイズ 

Low-profile 

Full-height 

備考 



PCI ボード 
タイプ * 

3.3V 

3.3V 




搭載可能な 
ボー ドサイズ 

MD2 

フル/シヨー 

卜 


N 8104 -84 

1000目 ASE-SX 接続ボード 

- 

- 

- 

〇 

- 

- 



〇搭載可能 一搭載不可 

* ボードの奥行きサイズ。 


Full-height の場合：173.1 mm まで(シヨートサイズ)、3に mm まで(フルサイス 
Low-profile の場合：1 19.9mm まで (MD1)、 167.6 mm まで (MD2) 
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取り付け 


次の手順に従ってライザーカードに PCI ボードを取りがけます。 


それぞれのライザーカードがサポートするボードタイプ（□ープ□ファイルかフル八イ 
トタイプ）と取りがける PCI ボードのタイプを確認してください。 

PCI ボードを取り付けるときは、ボードの接続部の形状とライザーカードじあるコネク 
夕の形状が合っていることを確認してください。 


1. 160ページを参照して準備をする。 

2. 本体をラックか6引き出す （170 ページ参照)。 

3. トップカバーを取り外す （171 ページ参照)。 

4. ライザーカードのまっすぐ持ち上げて装置か6取りかす。 



□ープ□ファイルタイプ 



已.リテーナクリップの□ックを解除して開く。 


リテーナクリップ 


リテーナクリ、ソプ 
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目. 増設ス□ットカバーを取り外す。 

取りがした増設ス□ットカバーは、大 
切に保管しておいてください。 



7. <フル八イト-フルレングスタイプのみ> 


フル八イト-フルレングスタイプの PCI 
ボードを取り付ける場合は、 PCI ボード 
のリテーナをクトす。 



8 . ライザーカードに PCI ボードを取り付ける。 

ライザーカードのス□、ソト部分と PCI ボードの端子部分を合わせて、確実に差し 3 A みます。 


エンボス 


PCI ボードブラケット 

PCI ボードブラケット の切り欠き部分 



□ープ□ファイルタイプ 


フル八イトタイプ 
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ライザーカードや PCI ボードの端子部分には触れないでください。ミちれや油び付いた状態で 
取り付けると誤動作の原因となります。 

うまくボードを取り付け5れないときは、ボードをいったん取りがしてか5取り付け直して 
ください。ボードに過度の力を加えると PCI ボードやライザーカードを破損するおそれびあ 
りますのでま意してください。 


I チェッ匀 


PCI ボードブラケットの切り欠き部分がエンボスによって位置ミまめされていることを確認し 
て<ださい（他のボードのブラケットや増設ス□、ソトカバーも含む)。 

PCI ボードブラケットの先端がライザーカードの固定ス□、ソトに差し} A まれていることを確 
認してください。 

フル八イトの PCI ボードの場合、 PCI ボードブラケットと反対側のボードのエッジがライ 
ザーカードの□、ソキングタブで固定されいることを確認してください。 


9. リテーナクリップを閉じて□ックする。 


リテーナクリ、ソプ 


リテーナクリップ 




フル八イトタイプ 
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10. ライザーカードをマザーボードのス□、ソトに接続する。 


ライザーカードの端子部分とマザーボード上のス□、ソト部分を合わせて、確実に差し込みます。 

I チェック I 

• フル八イトタイプのライザーカードを取り付ける前に電源ユニツトの先端じある仕切り版の 
取り付け位置を確認して < ださい。 

ネジ部で位置みめされ 



• 差し 3 A む際にライザーカードのフレーム部にある、屋体と固定するためのツメが屋体背面の 
穴(こ正しく勘合していることを確認してください。差し} A んだ後、ライザーカードの端子部 
分が完全(こ見えな < なるまで指で押して確実じ接続させます。 

• システム内部のケーブルがライザーカードに挟まれていないことを確認してください。 



□ープ□ファイルタイプ 


ちょうつがいの位置がプ 

レート内側にあることケーブルを挟ん 


































11 . 差し A んだ後、指で押して確実に接続させる。 




12 . 取りかした部品を取り付ける。 

13. 本体の電源を ON じして POST の画面でボード(こ関するエラーメッセージが表示されていないこと 
を確認する。 

14. 目10 S セットアップユーティリティを起動して 「Advanced」 メニューの 「Reset Config Data」 を 
「Yes」 にする。 

八ードウェアの構成情報を更新するためです。詳しくは20日ページをご覧ください。 

1 己.取り付けたボード(こ搭載されている目 I0S コンフィグレーシヨンユーティリティを起動してボード 
のセットアップをする。 

ユーティリティの有無や起動方法、操作方法はボードによって異なります。詳しくはボードに添 
付の説明書を参照して<ださい。また、起動可能なデバイスが接続された PCI ボード(ディスクア 
レイコント□ーラや LAN ボードなど)を増設した場合、ブート優先順位がデフォルト(こ変更される 
ことがあります。目10 S セットアップユーティリティの 「Boot」 の 「Boot Device Priority」 を設定し 
直してくださいに18ページ参照)。 


取り外し 

ボードの取り外しは、取りがけの逆の手順を行ってください。また、取り外し徽こ BIOS セッ 
トアップユーティリティの 「Boot」 の 「Boot Device ド 11 〇「け乂」でブート優先順位を設定し直し 
てくださいに 18 ページ参照)。 
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バックアップデバイス 


本体じは、磁気テープドライブなどのバックアップファイルデバイスを取りがけるス□、ソト 
を1つ用意しています。 

M-O • デバイスとの接続には、マザーボード上の SCSI コネクタを使用します。 

• 取り付けるバックアップデバイスの終端お抗の設定は rOFF 」 に 、 SCSI ID は ID 71^が 
に設定してください。設定方法については、それぞれの装置のマニュアルを参照してく 
ださい。 

• NEC で指定していないバックアップデバイスを取り付けないでください。 

• 本装置に取り付けることびできるデバイスは、幅約 9 cm (3 .己インチ）、高さ約 4 cm 
(1.6 インチ）までのデバイスでず。 



バックアップデバイス 


取り付け 

1 . 160ページを参照して準備をする。 

2. 本体をラックか6引き出す （170 ページ参照)。 

3. トップカノ を取りかす （ 171ぺージ参照)。 

4. □ープ□ファイルタイプの PCI ライザーカードに搭載されているディスクアレイコント□-ラか 
6ケーブルをすべて取り外す。 

已.次の部品を取りかす。 

• PCI ライザーカード（□ープ□ファイルタイプ、180ページ参照） 

• プ□セ、ソサダクト （176 ぺージ参照） 
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目.ファンユニットか6ファンケーブルに 
本)を取り外す。 

7. US 目ケーブルをマザーボードか6取り外 
す。 



8 . FPC ケーブル固定用キャップを取り外し 
てから、 マザーボードと SCSI バックプ 
レーンを接続している FPC ケーブルを取 
り外す。 


FPC ケーブルを破損させないようま意 
して < ださい。 


FPC ケーブル 
固定用キャップ 


9. ファンユニットのリリースタブを持ち上 
げなが6ファンユニットを本体前面か6 
見て左へスライドさせる。 


メインパワーケーブルや装置内のフ 
ラットケーブル、部品などを破損させ 
ないようま意してください。 
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10. ファンユニットを持ち上げて本体か 6 取 
LJ 化す。 


11. デバイスベイを固定してるラ、ソチングタ 
ブを押しなが6装置前面にデバイスキヤ 
リアを押し化す。 



ラッチングタブに力をかけずざて、曲 
ばてしまわないようにま意してくださ 
い。もし巧げてしまった場台は元の状 
態に直してください。 


12. 本体前面か6デバイスキャリアを取り出 
す。 



13. フ□ントパネルの両側のタブを押す。 



14. フ□ントパネルを取り外す。 

w-Oi^ 

取りがしたフ□ントパネルは、大切に 
保管しておいてください。 
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1 己.デバイスをデバイスキヤリアの上(こ載せ 

它 ) 〇 



16. デバイスをデバイスに添付のネジで固定 
する。 

片側に2本ずつのネジで固定します。 


I チェック I 


必ずデノ \'イスに添がされているネ 
ジを使用してください。 

ネジ穴が合うようにデバイスの取 
りがけ位置を調整して<ださい。 



17. デバイスの電源コネクタに添がの電源延 
長ケーブルを接続する。 



18. デバイスキヤリアをバックアップデバイ 
スベイに差し込む。 

完全(こ押し込むと r カチ、ソ」という音がし 
て□ツクされます。 


I チェッ匀 


押し 3A む際に、接続した電源延長ケー 
ブルを噓まないようにミ主意してくださ 
い。 
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本体前面側 

□ □ 


SCSI ケーブル 


フアンユニツトの 

端を通す 




CPU ソケットの- 
端を通す 


本体ち側面 




19. デバイスに SCSI ケーブルと電源ケーブル 
(コネクタ P1) を接続する。 

SCSI ケーブルは本装置に添付のケーブル 
を使用してください。また、もう一方の 
コネクタ SCSI コント□ーラボードまたは 
マザーボード上の SCSI コネクタ（何も接 
続していない場合）(こ接続します。 

SCSI ケーブルの先端に付いているター 
ミネータの置き場所を確認してくださ 
し、ターミネータはデバイスベイ内に 
配置します。また、このときじ SCSI 
ケーブルがデバイスキヤリアじある 
ラ、ソチングタブ(こ当たっていないこと 
も確認してください。ケーブルの破損 
をそ防するためです。 


20 . 電源延長ケーブルがじゃまにな6ないよ 
うデバイスベイの奥へ押し 3A む。 


電源延長ケーブル 



中に配置ずる 


21. SCSI ケーブルを配線する。 

SCSI ケーブルはデバイスか6本体ち側面のフレームを通して、マザーボードの SCSI コネクタ(こ 
接続します。マザーボード上の電子部品に当た6ないよう配線してください。 



本体背面側 










































































































































22. ファンユニットを装置に置く。 

ファンユニットの底面(こは、装置底面(こ 
あるフックを引っかけるための切り欠き 
があります。切り欠きとフックを合わせ 
て装置に置いてぐださい。 


メインパワーケーブルや SCSI ケーブ 
ル、電源ケーブル、その他周辺のケー 
ブルや部品を破損させないようま意し 
て < ださい。 



23. ファンユニットを装置前面か6みてちへ 
スライドさせて固定する。 


メインパワーケーブルや SCSI ケーブ 
ル、電源ケーブル、その他周辺のケー 
ブルや部品を破損させないようを意し 
て < ださい。 




ファン ユニッ トのリ リースタブが□、ソ 
クされた状態(こなっていることおよび 
ファン ユニツト のがフックで固定され 
ていることを確認してください。 



フレーム 
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24. FPC ケーブルを接続する。 

I チェック I 

FPC ケーブルが SCSI バックプレーン上 
とマザーボード上コネクタ(こ確実に接 
続できていることを確認してくださ 
い。 



25. FPC ケーブル固定用キャップを取り付け 

る。 


2 巨.ファンケーブルに本）と US 目ケーブルを 
接続する。 

I チェック I 

USB ケーブルはファンユニット上を通 
し、電源ユニットの側面をはわせてく 
ださい。 
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27. SCSI ケーブルをボードのコネクタに接続 
する。 

手順21の図に示すように配線してか6接 
続してください。 

I チェック I 

SCSI ケーブルが電源ユニツトのぶ却 
ファンの通風□をふさいでいないこと 
を確認してください。 

28. 取りかした部品を取り付ける。 

29. 「SCSI BIOS コンフィグレーション」を参 
照してセツトアップをする。 



取り外し 

取り外しは、「取り付け」の逆を行ってください。 


システムの拡張と n ンフイグレ—シヨン 


19己 



















システム巳 lOS コンフィグレーシヨン 


Basic Input Output System (目 lOS) の設定方まについて説明します。 

本製品を導入したときやオプションの増設/取り外しをするときはここで説明する内容をよく理解して、正 
しく設定してください。 

SETUP は本体の基本ハードウェアの設定を行うためのユーティリティツールです。このユーティリティは 
本体内のフラッシュメモリに標準でインスI-ールされているため、専用のユーティリティなどがなくても 
実行できます。 

SETUP で設をされる内容は、化荷時に本体にとって最も標準で最適な状態に設をしていますのでほとんど 
の場合において SETUP を使用する必要はありませんが、この後に説明するような場合など必要に応じて使 
用してください。 

M-O • SETUP の操作は、システム管理者(アドミニストレータ）び巧ってください。 

胃 d ♦ ここでは特に説明していない項目（メニュ ー) びありまず。これ5の項目は、出荷時の設 
定 m がの値(パラメータ）に変更しないでください。これ5の項目の値を変更すると、装 
置の動作の保証びでをなくなるばかりでなく、装置び故障するおそれびあります。 

• 0 S (オペレーティングシステム）をインス!ルする前にパスワードを設定しないでく 
ださい。 

• 本体には、最新のパ’ージョンの SETUP ユーテ ィリティびインス!ルされていまず。 
このため設定画面び本書で説明している内容と異なる場台びありまず。設定項目につい 
ては、オンラインヘルプを参照ずるか、保守サービス会社に問い台わせてください。 

• リモートコンソールか 5 SETUP を起動し設定変更を行う場合は、この後で説明してい 
る r パラメータと説明」の内容をよくお読みください。設定項目によっては、リモートコ 
ンソールに対応していない機能びあり、誤って設定を変更してしまうと装置の動作び保 
証できなくなります。 

• SETUP を起動した時には Exit メニューまたはく Esc >、 く F 1 0>キーで必ず終了してく 
ださい。 SETUP を起動した状態でパワーオフ、リセットを行った場合には SETUP の 
設定が正しく更新されないことがありまず。 



次の手順に従って SETUP を起動します。 

起動は MWA を使って本装置に接続されたリモートコンソールから行います。 

1 . 本装置の電源を ON にする。 

リモートコンソールの画面(こ POST の実行画面が表示されます。 

しば6 くすると次のメッセージ*が画面下に表示されます。 

Press <F2> to enter SETUP 

2. <F2> キーを押す。 

SETUP が起動して Main メニューを表示します。 
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キーと画面の説明 


キーボード上の次の丰一を使って SETUP を操作します（羊一の機能じついては、画面下にも 
表示されています）。 

現在表示しているメニューを示す 

/ BIOS Setup Utility 



オンラインヘルプ 
ウインドウ 


-キーの 機能説明 


自動的にコンフィグレーションされたものやネ矣化さ 
れたもの、情報の表示のみやパスワードの設定によ 
り変更が許可されていない項目はグレーアウトされ 
た表示になります。 


カーソルキー （t、i) 画面に表示されている項目を選択します。文字の表示が反転している項目が現在選択さ 

れています。 

力ーソルキー（^、一） Main や Advanced、Security、Server、Boot、Exi 惦どのメニューを選択しまず。 

<-> キー/<十>キー 選択している項目の値(パラメータ）を変更します。サブメニュー（項目の前に「►」がつ 

いているもの）を選択している場合、このキーは無効です。 

<Enter> キー 選択したパラメータのみ定を行うときに押しまず。 

<Es にキー ひとつ前の画面に戻ります。また値を保をせずに SETUP を終了します。 

<F9> キー 現在表示している項目の パラメータを デフォルトの パラメータに 戻します（出荷時の設定 

と異なる場合があります）。 

<F 10>キー SETUP の設定内容を保ちし、 SETUP を終了します。 
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設定例 


次にソフトウエアと連係した機能や、システムとして運用するときに必要となる機能の設 
定:例を示します。 


曰付-時刻関連 


「 Main 」 イ System rime」、「System Date 」 

「 ESMPRO 」 び持つ温度監視機能と連携させる 


「 Server 」 一 「Temperature Sensor 」 一 「 Enabled 」 


「 ESMPRO / ServerManager 」 を使ってネットワーク経由での電源を制御する 

「 Advanced 」 一 「Advanced Chipset Control 」 一 「Wake On Lan/PME PCI - X 巨」一 
「 Enabled 」 


UPS 関連 


UPS と電源連動させる 

- UPS から電源が供給されたら常に電源を ON させる 
「 Server 」 一 「AC Link 」 一 「Power On 」 

- POWER スイ、ソチを使って OFF にしたときは、 UPS から電源が供給されても電源を OFF 
のままにする 

「 Server 」 一 「AC Link 」 イ Last State 」 

- UPS から電源が供給されても電源を OFF のままにする 
「 Server 」 一 「AC Link 」 一！" StayOff 」 


起動関連 


に接続している起動デバイスの順番を変える 

旧〇〇り^起動順库を設をする 

POST の実行内容を表示する 

「 Advanced 」 一 「 Boot-Time Diagnostic screen 」 一 「 Enabled 」 

「 NEC 」 □ゴの表示中に < Es にキーを押しても表示させることができます。 


リモートウェイクアツプ機能を利用する 

モデムから： 「 Advanced 」 イ Advanced Chipset Control 」 一 「Wake on Ring 」 

一 「 Enabled 」 


LAN から： 

PCI デバイスから： 
RTC のアラームから: 


「 Advanced 」 一 「Advanced Chipset Control 」 一 「Wake on LAN / 
PME PCI - XB 」 一 「 Enabled 」 

「 Advanced 」 一 「Advanced Chipset Control 」 イ Wake on PME 
PCI - XC 」• rWake on LAN/PME PCI - XB 」 一 「 Enabled 」 
「 Advanced 」 イ Advanced Chipset Control 」 イ Wake on RTC 
Alarm 」 一 「 Enabled 」 
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HW コンソールか5制御する 

「 ServerJ->rConsole Redirection 」 一それぞれの設定:をする 


メモリ関連 


メモリ縮退機能 

「 Advanced 」 一 「Memory Configuration 」 イ Extended Memory Test 」 イ Every - Location 」 

搭載しているメモリ （ DIMM ) の状態を確認する 

rAdvanced 」 一 「Memory Configuration 」 一 「Bank # ri 」 一表示を確認する （ n : 1〜 3) 

画面に表示されている DIMM グループ ( Bank ) とマザーボード上のソケットの位置は下図のよ 
うじ対応しています。 



メモリ （ DIMM ) のエラー情報をクリアする 

「 Advanced 」 一 「Memory Configuration 」 イ Memory Retest 」 イ Enabled 」 一 U ブー h する 
とクリアされる 
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CPU 関連 


搭載している CPU の状態を確認する 

rMain 」 一 「processor Settings 」 一表示を確1おする 

画面に表示されている CPU 番号とマザーボード上のソケットの位置は前ページの図のようじ 
対応しています。 

CPU のエラー情報をクリアする 

「 Main 」 一 「processor Settings 」 一 「Processor Retest 」 一 「 Enabled 」 ーリブートすると 
クリアされる 


キーボー ド関連 


Numlock を設定する 

「 Advanced 」 一 「 Numlock 」 


セキュリティ関連 


BIOS レベルでのパスワードを設定する 

[" Security 」 一 ！" Set Administrative Password 」 ーパスワードを入力する 

管理者パスワード ( Administrator ） 、ユーザーパスワード （ User ） の順に設定:します。 

POWER スイッチマスク機能を有効/無効にする 

「 Security 」 一 「Power Switch Inhibit 」 一 「 Enabled 」 （有効） 

[" Security 」 一 「Power Switch Inhibit 」 一 「 Disabled 」 （無効） 

I n-O POWER スイッチをマスクすると POWER スイッチによる ON / OFF 操作に加え、「強制電源 

居軍司 OFF 」 も機能しなくなりまず。 

セキュアモードを設定する 

[" Security 」 一 ！" Set User Password 」 ーパスワードを入力する 
「 Security 」 一 「 Secure Mode 」 一それぞれを設定:する 


外付けデバイス関連 


I / O ポートに対する設定をする 

「 Advanced 」 一 「Peripheral Configuration 」 一それぞれの I / O ポートに対して設定:をする 
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内蔵デバイス関連 


内蔵の PCI デバイスに対する設定をする 

「 Advanced 」 一 「PCI Configuration 」 一それぞれのデバイスに対して設定をする 

ディスクアレイコント□ーラボードを取り付ける 

「 Advanced 」 一 「PCI Configuration 」 一 「PCI Slot nx ROM」 一 「 Enabled 」 
n: ス□、ソト番号 

X ： C 一 □ ープ□ファイルタイプのライザーカード側 
X ： 目 ^ フルレングス/フル八イ ト タイプのライザーカード側 

八ードウエアの構成情報をクリアする（内蔵デバイスの取り付け/取り外しの後) 

「 Advanced 」 一 「Reset Config Data 」 一 「 Yes 」 


設定内容のセーブ関連 


BIOS の設定内容を保存する 

「 Exit 」 一 「Exit Saving Changes 」 

変更した BIOS の設定を破棄する 

「 Exit 」 一 「Exit Discarding Changes 」 ホた ( ま 「Discard Changes 」 

BIOS の設定をデフォルトの設定に戻す(出荷時の設定とは異なる場合びあります) 

「 Exit 」 イ Load Setup Defaults 」 

現在の設定をユーザー定義の設定として保存する 

「 Exit 」 イ Save Custom Defaults 」 

ユーザー定義の設定を□ー ドする 

「 Exit 」 一 「Load Custom Deraults 」 


システムの拡張と n ンフイグレ—シヨン 
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パラメー タと説明 


SETUP には大きく 6種類のメニューがあります。 

• Main メニュー 

• Advanced メニュー 

• Security メニュー 

• Server メニュー 

• Boot メニュー 
参 Exit メニュー 

このメニューの中からサブメニューを選択することによって、さらに詳細な機能の設ちがで 
きます。次に画面に表示されるメニュー別に設定できる機能やパラメータ、化荷時の設定を 
説明をします。 

Main 

SETUP を起動すると、まずはじめに Main メニューが表示されます。項目の前に「►」がつい 
ているメニューは、選択して<£が6「>车一を押すとサブメニューが表示されます。 


BIOS Setup Utility 


System Time: 

[16:45:51] 



System Date: 

[Wed 1(^19/2001] 



Floppy A: 

[L44a.25/1.2MB 3V2'] 



Hard Disk Pre-Delay: 

[Disabled] 



^Primary IDE Master: 
^Primary IDE Slave: 

[SAMSUNG CD-ROM SN-12] 

[Not Installed] 



^Secondary IDE Master: 
►Processor Settings 




Language 

[English(US)] 

-ty- 

Enter 

< — > 

Cycle Time Value 
Select Time Field 

Select Menu 



下丄 

F9 

FIO 

Select Item 

Setup Defaults 

Save and Exit 



ESC 

Exit 


Main メニューの画面上で設定できる項目とその機能を示します。 
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項目 

パラメータ 

説 明 

System Time 

HH:MM:SS 

時刻の設定をします。 

System Date 

MM/DD/YYYY 

日付の設定をします。 

Floppy A 

Not Installed 
[1.44.1.2 日 MB/ 

1.2 MB 3V2"] 
2.88MB 3V2" 

フ□、ソピーディスクドライブ A (標準装備)の 
設定をします。 

Hard Disk Pre-Delay 

[Disabled] 

3 seconds 

6 seconds 

9 seconds 

12 seconds 

15 seconds 

21 seconds 

30 seconds 

POST 中(こ初めて IDE デバイスへアクセスす 
る時に設定された時間だけ待ち合わせを行い 
ます。 

Primary IDE Master/ 

Primary IDE Slave/ 
Secondary IDE Master 


それぞれのチャネルに接続されているデバイ 
スの情報をサブメニューで表示します。 

一部設定を変更できる項目がありますが、 

化荷時の設定のまま(こしておいて < ださい。 

Processor Settings 

— 

プ□セ、ソサ (CPU) に関する情報や設定をする 
画面を表示します。 

Language 

[English(US)] 

Espanol(SP) 

Deutsch(DE) 

I ね liano(IT) 
Francais(FR) 

SETUP で表示する言語を選択します。 


[]: 出荷時の設定 
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Processor Settings 

Main メニューで 「Processor Settings 」 を選択すると、下の画面が表示されます。 


Main 


BIOS Setup Utility 


Processor Settings 

Processor POST Speed Setting: 

xjocGHz 

If Enabled", BIOS 
will activate and 
retest all processors 
on the next system 

Processor Retest: 

[Disabled] 

Hyper-Threadi ng(TM): 

[Enabled] 

UvKJLi 

This option will be 

Processor 1 CPU ID: 

Processor 1L2 Cache: 

Processor 2CPU ID: 

Processor 2 L2 Cache: 

OF XX 

512KB ECC 

OF XX 

512KB ECC 

automatically reset 
to'Disable" on 
the next system boot. 

Default = [Disabled] 



< ——、 Select Menu 



丫丄 Select Item 

Enter Select >Sub-Menu 

F9 Setup Defaults 

FIO Save and Exit 

ESC Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

Processor POST Speed 
Setting 

— 

POST 時に測定されたプ□セ、ソサのク□ック 
スピードを表示します（表示のみ）。 

Processor Retest 

[ Disabled ] 

Enabled 

プ□セ、ソサの エラー 情報をクリアし、次回起 
動時にすべてのプ□セ、ソサ(こ対してテストを 
巧います。このオプションは次回起動時に自 
動的に 「 Disabled 」 に切り替わります。 

Hyper-Threading ( TM ) 

Disabled 

[ Enabled ] 

プ□セッサの Hyper-Threading 

Technology ™ の有効/無効を設定します。 

Processor 1 CPU ID 

数値 ( OFxx ) 
Disabled 

Not Installed 

数値の場合はプ□セ、ソサ1ののを示します。 
「 Disabled 」 はプ□セ、ソサの故障 、 「Not 

Ins ね lied 」 は取り付け6れていないことを示 
します（表示のみ）。 

Processor 1 L 2 Cache 

— 

プ□セ、ソサ1のキャッシュサイズを表示しま 
す(表示のみ）。 

Processor 2 CPU ID 

数値 ( OFxx ) 
Disabled 

Not Installed 

数値の場合はプ□セ、ソサ2の ID を示します。 
「 Disabled 」 はプ□セ、ソサの故障 、 「Not 

Ins ね lied 」 は取り付け6れていないことを示 
します（表示のみ）。 

Processor 2 L 2 Cache 

— 

プ□セ、ソサ2のキャッシュサイズを表示しま 
す。 


[]： 出荷時の設定 
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Advanced 

力ーソルを rAdvancecU の位置に移動させると、 Advanced メニユーが表示されます。 

項目の前じ「►」がついているメニューは、選択して<£が6「>车一を押すとサブメニューが表 
示されます。 


BIOS Setup Utility 

Advanced 


Setup Warning 

Setting items on this screen to incorrect values 
may cause your system to malfunction! 

Additional setup menus 
to configure PCI 
devices. 

►PCI Configuration 
^Peripheral Configuration 
^Memory Configuration 
^Advanced Chipset Control 
Boot-time Diagnostic Screen: 



[Disabled] 


Reset Config Data: 

[No] 


Numlock: 

[Off] 

< —— > Select Menu 
下丄 Select Item 

F9 Setup Defaults 

FIO Save and Exit 

ESC Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

Boot-time Diagnostic 

Screen 

[ Disabled ] 

Enabled 

「 Enabled 」 (こ設定すると、 POST の内容を 
画面に表示します。 「 Disabled 」 に設定すると 
NEC □ゴで POST の表示を隠します。 
Console Redirection 中は 「 Disabled 」 (こ設定 
できません。 

Reset Config Data 

[ No ] 

Yes 

Configuration Data ( POST で記憶している 
システム情報）をクリアするときは 「 Yes 」 に 
設定します。装置の起動後にこのパラメータ 
は 「 No 」 に切り替わります。 

Numlock 

[ Off ] 

On 

システム起動時に Numlock の有効/無効を設 
定します。 


[]： 化荷時の設定 


n-O Reset Config Data を 「Yes」 に設定すると、ブートデバイスの情報もクリアされまず。 

Reset Config Data を 「Yes」 に設定する前に、必ず設定されているブートデバイスの順 
番を記録し、 Exit Savin 呂 Chan 呂 es で再起動後、 BIOS セットアップメニューを起動し 
て、ブートデバイスの順番を設定し直してください。 


システムの拡張と n ンフイグレ—シヨン 
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PCI Configuration 

Advanced メニューで 「PCI Configuration 」 を選択すると、下の画面が表示されます。そ 
れぞれを選択するとサブメニューが表示されます。 


BIOS Setup Utility 

Advanced 


PCI Configuration 




►Onboard NIC 1 




►Onboard NIC 2 




►Onboard SCSI 




^Onboard Video 




PCI SLOT IB ROM: 

Enabled] 



PCI SLOT 2B ROM: 

Enabled] 



PCI SLOT 3B ROM: 

Enabled] 



PCI SLOT 1C ROM: 

Enabled] 



PCI SLOT 2C ROM: 

Enabled] 

< - > 

Select Menu 

PCI SLOT 3C ROM: 

Enabled] 

下丄 

Select Item 



Tab 

Select Item 



Enter 

Select Sub-Menu 



F9 

Setup Defaults 



FIO 

Save and Exit 



ESC 

Exit 


項目 

パラメータ 

説 明 

PCI Slot nB ROM * 

( n はス□、ソト番号） 

[ Enabled ] 

Disabled 

フル八イトタイプのライザーカードに接続 
している PCI ボード上のオプション ROM の展 
開を有効にするか無効にするかを設定しま 
す。 

PCI Slot nC ROM * 

( n はス□、ソト番号） 

[ Enabled ] 

Disabled 

□ープ□ファイルタイプのライザーカード 
(こ接続している PCI ボード上のオプション 
ROM の展開を有効にするか無効にするかを 
設定します。 


[]： 出荷時の設定 

ネネットワークブートをさせない LAN ボードのオプション ROM は 「 Disabled 」 に設定してください。 

取りがけたディスクアレイコント□ーラボード(こ 0 S がインストールされている八ードディスクを接 
続する際にはそのス□、ソトを 「 Enabled 」 に設定してください。 
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Onboard N に 1/Onboard MC 2 ヴブメニュ - 


項目 

パラメータ 

説 明 

Onboard N に 

[Enabled] 

Disabled 

オンボード上の LAN コント□ーラの有効/無 
効を設定します。 

Onboard N に1 ROM 

[Enabled] 

Disabled 

オンボード上の LAN コント□ーラの目10 S の 
展開の有効/無効を設定します。 

Onboard N に2 ROM 

[Enabled] 

Disabled 

オンボード上の LAN コント□ーラ2の BIOS 
の展開の有効/無効を設定します。 


]： 化荷時の設定 


Onboard SCSI ヴブメニュ - 


項目 

パラメータ 

説 明 

Onboard SCSI 

[Enabled] 

Disabled 

オンボード上の SCSI コント□ーラの有効/無 
効を設定します。 

Onboard SCSI ROM 

[Enabled] 

Disabled 

オンボード上の SCSI コント□ーラの目 I0S の 
展開の有効/無効を設定します。 


]： 化荷時の設定 


Onboard Video サブメニュ - 


項目 

パラメータ 

説 明 

Onboard Video 

[Enabled] 

Disabled 

オンボード上のビデオコント□—ラの有効/ 
無効を設定します。 


]： 化荷時の設定 
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Peripheral Configuration 


Advanced メニューで 「Peripheral Configuration 」 を選択すると JU 下の画面が表示されま 
す。 



項目については次の表を参照してください。 

I n-O 割り込みやべース I / O アドレスが他と重複しないように注意してください。設定した値び他 
のリソースで使用されている場台は黄色の r *」 び表示されます。黄色の「*」び表示されて 
し、る項目は設定し直してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

Serial Port 1 (DB-9) Address 

Disabled 

[3F8] 

2F8 

3E8 

2E8 

シリアルポート 1 のためのベース I/O アドレス 
を設定します。 

Serial Port 1(DB-9) IRQ 

[4] 

3 

シリアルポート 1 のための割り 3A みを設定し 
ます。 

Serial Port 2 (RJ4 己 ) Address 

Disabled 

3F8 
に F8] 

3E8 

2E8 

シリアルポート 2 のためのベース I/O アドレス 
を設定します。 

Serial Port 2(R 」 4 己 ） IRQ 

4 

に ] 

シリアルポート 2 のための割り 3A みを設定し 
ます。 

Legacy USB Support 

Disabled 

Keyboard Only 
[Auto] 

Keyboard and Mouse 

USB を正式にサポートしていない 0S でも 

USB キーボードやマウスが使用できるように 
するかどうかを設定します。 

「 Disabled 」 ( こ設定した場合は、 POST 、 
SETUP で US 目キーボードは使用できます 
が、 0S boot 後は 0S じよっては使用できま 
せん。 

PS/2 Mouse Support 

Disabled 

[Enabled] 

マウスの有効 / 無効を設定します。 
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Memory Configuration 

Advanced メニューで 「Memory Configuration 」 を選択すると、 U 下の画面が表示されます。 


BIOS Setup Utility 

Advanced 


Memory Configuration 




Extended Memory Test: 

[Disabled] 



Bank #L: 

[1 nstalled] 



Bank お： 

[Installed] 



Bank 巧： 

[Not Installed] 



Memory Test: 

[Disabled] 

< — > 

下丄 

Select Menu 

Select Item 



Enter 

Select Sub-Menu 



F9 

FIO 

Setup DeFaul 坛 

Save and Exit 



ESC 

Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

Extended Memory Test 

1MB 

1KB 

Every-Location 

[Disabled] 

r1MB 」 は 1M 単位にメモリテストを行いま 
す。 「 1KB 」 は 1K 単位にメモリテストを行い 
ます。 「 Every-Location 」 はすべてのメモリ 
メモリテスト中はスペースキーのみ有効にな 
り、 <F2> 、 <F4> 、 <F12> 、 <Esc> キーは 
無視されます。 

DIMM Bank#1 - #3 

Installed 

Disabled 

N 饥 Installed 

メモリの現在の状態を表示します。 

「 Normal 」 はメモリが正常であることを示し 
ます。 「 Disabled 」 は故障していることを、 

「Not Ins ね lied 」 はメモリが取り付け 6 れてい 
ないことを示します（表示のみ）。 

Bank #1 は DIMM ソケットの # 1A 、 # 旧を、 
Bank#2 は # 2A 、 #2 目、 Bank#3 は # 3A 、 
#3B に搭載されている DIMM の状態を表しま 
す（本装置に搭載される DIMM はインター 
リーブタイプのため 2 枚で 1 組と して構成さ 
れています）。 

Memory Retest 

[Disabled] 

Enabled 

メモリのエラー情報をクリアし、次◎起動時 
にすベての DIMM に対してテストを巧いま 
す。このオプションは次回起動後に自動的に 
「 Disabled 」 ( こ切り替わります。 


[]： 化荷時の設定 
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Advanced Chipset Control 


Advanced メニユーで 「Advanced Chipset Control 」 を選択すると、 W 下の画面が表示され 
ます。項目の前に「►」がついているメニューは、選択してく£が6「>车一を押すとサブメ 
ニューが表示されます。 


BIOS Setup Utility 

Advanced 


Advanced Chipset Control 1 


Legacy Wake only 

Deter mi nes the action 

Wake On Ring: 

[Disabled] 

が the system when the 

Wake On LAN: 

[Disabled] 

system power is off 
and the modem is 

WakeOnPME: 

[Disabled] 

Wake On RTC Alarm: 

[Disabled] 

ringing. 



< —— > Select Menu 



T 丄 Select Item 

Enter Select Sub-Menu 

F9 Setup DeFaul 坛 

FIO Save and Exit 

ESC Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項 目 

パラメータ 

説 明 

Wake On Ring 

[Disabled] 

Enabled 

シリアルポート（モデム）を介したリモートパ 
ワーオン機能の有効 / 無効を設定します。 

Wake On LAN/PME PCI-XB 

[Disabled] 

Enabled 

標準装備のネットワークまたはフル八イト 

PCI ライザーカード ( こ接続された PCI デバイ 
ス (PCI Power Management Enabled するイ 
ンベント）によるリモートパワーオン機能の 
有効 / 無効を設定します。 

Wake On PME PCI-XC 

[Disabled] 

Enabled 

□ ープ □ ファイル PCI ライザーカードに接続 
された P C 1 デバイス （P C 1 Power 
Management Enabled するインベント ）( こよ 
るリモートパワーオン機能の有効/無効を設 
定します。 

Wake On RTC Alarm 

[Disabled] 

Enabled 

リアルタイムク□ックのアラーム機能を使つ 
たリモートパワーオン機能の有効/無効を設 
定します。 


]： 化荷時の設定 
















Security 

力ーソルをに ecurity 」 の位置に移動させると、 Security メニューが表示されます。 


Pi 


この項目の中で 、 「Power Sw け ch Inhib け」じ(がのパラメータは変更しないでくださし、。 
誤って設定を変更してしまつた場合、装置の動作び保証できなくなります。 


BIOS Setup Utility 
Security 


User Password is: 

[Installed] 

Administrator Password is: 

[Installed] 

^Set Admin Password 
^Set User Password 

Password On Boot: 

[Disabled] 

Fixed Disk Boot Sector: 

[None] 

Scure Mode Timer: 

[1 Minute] 

Security Hot Key CTRL-ALT-: 

[L] 

Secure Mode Boot: 

[Disabled] 

Video Blanking: 

[Disabled] 

Power Switch Inhibit: 

Diskette Write Protect: 

[Disabled] 

[Disabled] 


Administrator Password 
control es access to the 
setup utility. 


Select Menu 
Select Item 

t Siib~Menu 
} Defaul 坛 
FIO Save and Exit 
ESC Exit 


Enter Selects 
F9 Setup D 


を項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

Power Switch Inhibit 

[ Disabled ] 

Enabled 

POWER スイ、ソチの機能の有効/無効を設定 
します。 「 Enabled 」 じ設定すると、 0 S の起 
動後は POWER スイ、ソチで電源を OFF できな 
くなります。（強制シャットダウン (POWER 
スイ、ソチを4秒]: i 上押して強制的にシャット 
ダウンさせる機能)も含む。） 


]： 化荷時の設定 
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Server 

カーソルを rServed の位置じ移動させると、 Server メニューが表示されます。 



Server メニューで設定できる項目とその機能を示します 。 「System Management 」 と 
[Console Redirection」、[Event Log Configuration 」 は選択後、く Enter 〉 羊一を押してサ 
ブメニューを表示させてから設ちします。 

を項目については次の表を参照してください。 


項 目 

パラメータ 

説 明 

Assert NMI on PERR 

[Disabled] 

Enabled 

PCI PERR のサポートを設定します。 

Assert NMI on SERR 

Disabled 

[Enabled] 

PCI SERR のサポートを設定します。 

FRB-2 Policy 

[Disable BSP] 

Do not Disable BSP 
Retry 3 Times 
Disable FRB2 Timer 

「 Disable 目 SP 」 に設定してください。 

BMC IRQ 

Disabled 

IRQ 5 
[IRQ 11] 

目 MC 割り込みの IRQ を設定します。 

AC-Link 

Stays Off 
[Last State] 

Power On 

AC-LINK 機能を設定します。 AC 電源が再度 
供給されたときのシステムの電源の状態を 
設定します ( 下表参照)。 

Temperature Sensor 

[Disabled] 

Enabled 

温度センサ監視機能の有効/無効を設定しま 
す。有効 ( こ設定すると、温度の異常をお化し 
た場合 ( こ POST の終わりでいったん停止しま 
す。 
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項目 

パラメータ 

説 明 

Post Error Pause 

Disabled 

[Enabled] 

POST の実行中(こエラーが発生した際(こ、 
POST の終わりで POST をいったん停止する 
かどうかを設定します。但しキーボードが接 
続されていない場合には本設定は無効にな 
り、エラーが発生しても POST の終わりで 
いったん停止はしません。 

Platform Event Filtering 

Disabled 

[Enabled] 

ベースボードマネージメントコント□ーラ 
(BMC) の通報機能が有効に設定されている 
場合、その機能を無効(こします。無効に設定 
されている場合は、意巧を持ちません。 

Boot Monitoring 

[Disabled] 

己 minutes 

10 minutes 

15 minutes 

20 minutes 

25 minutes 

30 minutes 

35 minutes 

40 minutes 

45 minutes 

50 minutes 

55 minutes 

60 minutes 

起動時のブート監視の機能の有効/無効と夕 
イマ設定時間を設定します。 

この機能を使用する場合は、 ESMPR0/ 
ServerAgent をインストールしてください。 
ESMPRO/ServerAgent をインストールして 
いない 0S か6起動する場合には、この機能 
を無効じしてください。 

ARCServe で Disaster Recovery Option を 
使用の場合は、 「Disable」 にしてください。 

Boot Monitoring Policy 

[Retry 3 times] 
Retry Service Boot 
Always Reset 

ブート監視時にタイムアウトが発生した場合 
の処理を設定します。 

[Retry 3 times] に設定するとタイムアウト 
発生後(こシステムをリセットし、 0S ブート 
を3◎までリトライします。3◎目(こブート 
を失敗すると、サービスパーティション*か 

6ブートを試みます。 [Retry Service Boot] 

じ設定するとタイムアウト発生後にシステム 
をリセ、ソトし、 0S ブートを3回までリトライ 
します。その後、サービスパーティション* 

か6のブートを3回試み、3回とも失敗した 
場合は、ブートを停止します 。 [Always 
Reset] に設定するとタイムアウト発生後にシ 
ステムをリセ、ソトし、 0S ブートのリトライ 
を繰り返します。 

* システム(こサービスパーティションがを在 
しない場合は、システムパーティションか 
60S ブートを無限に試みます。 


[]: 出荷時の設定 
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「 AC - Link 」 の設をと本装置の AC 電源が OFR こなってから再度電源が供給されたときの動作を 
次の表に示します。 


AC 電源 OFF の前の状態 

設定 

Stay Off 

Last State 

Power On 

動作中 

Off 

On 

On 

停止中 (DC 電源も0けのとき） 

Off 

Off 

On 

強制シャツトダウン* 

Off 

Off 

On 


* POWER スイ、ソチを4秒]:人 L 押し続ける操作です。強制的(こ電源を OFF (こします。 











System Management 

Server メニューで ！" System Management 」 を選択しく Enter 〉 羊一を押すと、下の画面が表 
示されます。 


BIOS Setup Utility 



System Management 



Board Part Number: 

Board Serial Number: 

[FRLO] 

[KKC 21330001 0] 


System Part Number: 

[AA] 


System Serial Number: 

[1234567890] 


Chassis Part Number: 

[SR 220 0] 


Chassis Serial Number: 

[01] 


BIOS Version: 

SC B 20.866.011。9 


BMC Revision: 

[xxxxxxxxxxxxxxxxx] 


HSBP Revision: 

[N/A] 

< ——、 Select Menu 
下丄 Select Item 

Enter Select Sub-Menu 

F9 Setup Defaults 

FIO Save and Exit 

ESC Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

Board Part Number 

— 

マザーボードの部品番号を表示します(表示 
のみ）。 

Board Serial Number 

— 

マザーボードのシリアル番号を表示します 
(表示のみ）。 

System Part Number 

- 

本体のコードを表示します(表示のみ)。 

System Serial Number 

— 

本体のシリアル番号を表示します（表示の 
み)。 

Chassis Part Number 

— 

シャーシの部品番号を表示します（表示の 
み)。 

Chassis Serial Number 

— 

シャーシのシリアル番号を表示します（表示 
のみ）。 

BIOS Version 

- 

B の S のバージョンを表示します(表示のみ)。 

BMC Device ID 

— 

BMC(Baseboard Management Controller) 

のデバイス ID を表示します（表示のみ）。 

BMC Firmware Revision 

— 

BMC(Baseboard Management Controller) 

のレビジョンを表示します（表示のみ）。 

BMC Device Revision 

— 

目 MC デバイスのレビジョンを表示します选 
示のみ）。 

PIA Revision 

— 

PIA(Platform Information Area) のレビジョ 
ンを表示します（表示のみ）。 

SDR Revision 

— 

SDR(Sensor Data Record) のレビジョンを 
表示します(表示のみ)。 

HSBP Revision 

— 

HS 目 P(Hot:-Swap Backplane) ボードのレビ 
ジョンを表示します（表示のみ）。 


[ 1：化荷時の設定 
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Console Redirection 


Server メニューで 「Console Redirection 」 を選択しく Enter 〉 羊一を押すと、下の画面が表 
示されます。 


BIOS Setup Utility 
Server 


Console Redirection 


If enabled, BIOS uses 
the specified serial 

BIOS Redirection Port: 

[Disabled] 

port to redi rect the 

ACPI Redirection: 

[Disabled] 

console to a remote 

Baud Rate: 

[19.2K] 

ANSI terminal. 

Flow Control: 

TermianI Type: 

[CTS/RTS] 

Enabling this option 

[VTlOOf] 

disables Q 山 et Boot. 



< - > 

Select Menu 



下丄 

Enter 

Select Item 

Select Sub-Menu 



F9 

Setup Defaults 



FID 

Save and Exit 



ESC 

Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

BIOS Redirection Port 

[Disabled] 

Serial Port 1(DB-9) 
Serial Port 2(RJ45) 

このメニューで設定したシリアルポートか 6 
MWA や八イパーターミナルを使った管理端 
末か6のダイレクト接続を有効にするか無効 
(こするかを設定します。 

ACPI Redirection Port 

[Disabled] 

Serial Port 1(DB-9) 
Serial Port 2(RJ45) 

OS 動作中に ACP Iコンソールを接続するシリ 
アルポートを設定します。 

Baud Rate 

9600 

[19.2k] 

57.6k 

115.2k 

接続する HW コンソールとのインタフエース 
(こ使用するボーレートを設定します。 

Flow Control 

No flow control 
[CTS/RTS] 
XON/XOFF 
CTS/RTS+CD 

フ□一制御の方法を設定します。 

Terminal Type 

[VT100+] 

VT-UTF8 

PC ANSI 

HW コンソールタイプを選択します。 


]： 出荷時の設定 

















Event Log Configuration 

Server メニューで 「Event Log Configuration 」 を選択し < Ente 「> 羊一を押すと、 JU 下の画面 
が表示されます。 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

Clear All Event Logs 

Yes 

システムの再起動後に DMI イベント□グを 
クリアします。 


[]： 化荷時の設定 


Boot 

力ーソルを 「 Boot 」 の位置に移動させると、起動順位を設定する巨 oot メニユーが表示されま 
す。巨 00 1 メニユーで設定できる項目とその機能を示します 。 「Boot Device Priorityjch 
「Hard Drive」、rRemovable Devices」、「ATAPI CDROM Drives 」 は選択後、く Enter 〉 羊一 
を押してサブメニューを表示させてから設ちします。 



BIOS Setup Utility 
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Boot Device Priority 


ブート順位を設定します。システムは起動時じこのサブメニューで設をした優先順位じ従っ 
てデバイスをサーチし、起動ソフトウエアを見つけるとそのソフトウエアで起動します。 

< t >キー/く1 >羊一でデバイスを選択し、く十>キー/<一>车一でブートの優先順位を変更で 


きます。 

H-O • 保守•管理ツールを起動する場合は 、 「ATAPI CD-ROM Drive 」 を 「Ist Boot 
E 重导 Device 」 に 、 「Removable Devices 」 をに nd Boot Device 」 に設定してください。 

• NICK NIC 2 を同ーネットワーク環境に接続した状態で PXE ブートを行うと 
Slot 0339か 5 PXE ブートを行うため、 Slot 0339 のブート順位を Slot 0338 より 
上位設定してください 

• ディスクの取り付け/取りがしを行い、ディスク構成び変わった場をには 、 Boot 
Device Priority の設定は工場出荷時の設定に戻りまず。再度設定をしてください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

1st Boot Device 

ATARI CD-ROM 

CD-ROM ドライブか 6 の起動を試みます。 

2nd Boot Device 

Removable Devices 

リムーバブルメディアデバイスか6の起動を 
試みます。 

3rd Boot Device 

Hard Drive 

八ードディスクか6の起動を試みます。 

4th Boot Device 

IBA 1.1.0 日 Slot0339 

LAN ポート1のネットワーク上のデバイスか 

6の起動を試みます （PXE ブート）。 

5th Boot Device 

旧 A 1.1.0 日 Slot0338 

LAN ポート2のネットワーク上のデバイスか 

6の起動を試みます (PXE ブート）。 


[]: 出荷時の設定 


Hard Disk 

接続されている八ードディスク内でのブート順位を設定します。システムは起動時にこのサ 
ブメニューで設定した優先順位に従って八ードディスクをサーチし、起動ソフトウエアを見 
つけるとそのソフトウエアで起動します。 

< t >+-/< i >羊一でデバイスを選択し、く十>羊一/<一>キーでブートの優先順位を変更で 


きます。 


項目 

説 明 

1.Drive #1(またはドライブ名） 

「Other bootable cards」 (こは、目10 S ブート機構を介したシステム 
目10 S か6の情報(こ含まれていないデバイスも含まれます。デバイ 
ス(こは、ブータブルではないものや対応していないデバイスなども 
含まれているのでミ主意してください。 

2. Other bootable cards 


]： 化荷時の設定 




















Removable Devices 

システムじ接続されているリムーバブルデバイスの中からブートさせるデバイスを選択しま 
す。システムは起動時にこのサブメニューで設をしたデバイスをサーチし、起動ソフトウェ 
アを見つけるとそのソフトウエアで起動します。 


く个 > キー/< ^ >车一でデバイスを選択します。 


項目 

説 明 

システムに接続されている 
デバイスをリストアップし 
ます 

リストか61つを選択します。リスト(こは、 1.44 M 目タイプか 

120 M 目タイプのフ□、ソピーディスクドライブが表示されます。 


[]： 出荷時の設定 


ATAPI CDROM Drives 

システムに接続されている CD - ROM ドライブの中からブートさせるデバイスを選択します。 
システムは起動時にこのサブメニューで設をしたデバイスをサーチし、起動ソフトウエアを 
見つけるとそのソフトウエアで起動します。 


<! >车一/< ^ >车一でデバイスを選択します。 


項目 

説 明 

システムじ接続されている 
デバイスをリストアップし 
ます。 

リストか61つを選択します。リストには 、 ATARI CD-ROM 
ドライブが表示されます。 
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Exit 

カーソルを 「 Exit 」 の位置に移動させると、 Exit メニューが表示されます。 



このメニューのをオプションについて W 下に説明します。 

Exit Saving Changes 

新たに選択した内容を CMOS (不揮発性メモリ）内に保存して SETUP を終わらせる時に、こ 
の項目を選択します 。 Exit Saving Changes を選択すると、確認画面が表示されます。 
ここで、 「 Yes 」 を選ぶと新たに選択した内容を CMOS (不揮発性メモリ）内に保存して SETUP 
を終了し、自動的にシステムを再起動します。 

Exit Discarding Changes 

新たに選択した内容を CMOS (不揮発性メモリ）内に保存しないで SETUP を終わらせたい時 
に、この項目を選択します。 

「 Yes 」 を選択すると変更した内容を CMOS 内に保存しないで SETUP を終了し、自動的にシス 
テムを再起動します。 

Load Setup Defaults 

SETUP のすベての値をデフォルト値に戻したい時に、この項目を選択します 。 Load Setup 
Defaults を選択すると、磕認画面が表示されます。 

ここで、 「 Yes 」 を選択すると、 SETUP のすベての値をデフォルト値に戻し、 Exit メニューじ 
戻ります。 「 No 」 を選択すると Exit メニューに戻ります。 

Load Custom Defaults 


このメニューを選択してく Erite 「> キーを押すと、保存しているカスタムデフォルト値を□一 
ドします。 

Save Custom Defaults 

このメニューを選択してく Eriter >+ —を押すと、現在設定しているパラメータをカスタムデフォ 
ルト值として保をします。保存されると 、 Load Custum Defaults メニューが現れます。 


Discard Changes 

CMOS に値を保存する前に今回の変更をじ(前の値に戻したい場合は、この項目を選択しま 
す 。 Discard Changes を選択すると確認画面が表示されます。 

ここで、 「 Yes 」 を選ぶと新たに選択した内容が破棄されて、じ(前の内容に戻ります。 


220 









CMOS • パスワードのクリア 


本体の CMOS に保存されている内容をクリアする場合は、ここで説明する方までクリアする 
ことができます。 

また、万一、 SETUP でパスワードを登録し、忘れてしまったときなども同様の方までパス 
ワードをクリアすることができます。 

I —"〇 CMOS の内容をクリアずると SETUP の設定内容びすべて出荷時の設定に戻ります。 


CMOS / パスワードのクリアはマザーボード上のコンフィグレーションジャンパスイ、ソチを 
操作して行います。ジャンパスイッチは下図の位置にあります。 

I —"〇 その他のジャンパの設定は変更しないでください。本体の故障や誤動作の原因となりまず。 
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それぞれの内容をクリアする方法を次じ示します。 





®0 

AA 

装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、人び死こずる、または重傷を負うおそれびありまず。詳しくは 、 iii 
ページ ly 降の説明をご覧ください。 

• 自分で分解•修理•改造はしない 

• リチウム電池を取りがさない 

• プラグを差し込んだまま取り扱わない 


A ま意 

A0 

A 爪 

装置をま全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、义傷やけびなどを負うおそれや物的損害を負うおそれびありまず。 
詳しくは、 iii ぺージ ly 降の説明をご覧ください。 

• 一人で持ち上ばない 

• 中途半端に取り付けない 

• カバーをがしたまま取り付けない 

• 指を挟まない 

• 高温ま意 

• ラックび不安定な状態でデバイスをラックか5引を出さない 

• 複数台のデバイスをラックか5引き出した状態にしない 



1 . 160ページを参照して準備をする。 

2. 本体をラックか6引き出す （170 ページ参照)。 

3. トップカノ を取りかす （ 171ぺージ参照)。 

4. クリアしたい機能のジャンパスイッチの設定を変更する。 

クリップをなくさないようま意してください。 

5. 本体を元どおり(こ組み立てて POWER スイ、ソチを押す。 

POST の終了時に] U 下のメ、ソセージが表示されます。 

ERROR : 

0120: NVRAM Cleard by Jumper 
Press <F 1 > to Resume , Press < F 2> to run SETUP 
目. < F 2> キーを押して、 SETUP ユーティリティを起動する。 

7. 「 Exit 」 メニューか 6 rExit Saving Changes 」 を選択し、 「 Yes 」 を選択する。 
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8 . 「Turn off power and reinstall the jumper in Normal mode position .」 とし^うメッセージが、表示 
されるまで待つ。 

9. システムの電源を OFF (こする。 

10. ジャンパスイッチの設定を元に戻した後、もう一度電源を ON にして BIOS SETUP ユーティリティ 
を使って設定し直す。 
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割 0 込みライン 


割り込みラインは、化荷時に次のように割り当てられています。オプションを増設するとき 
などに参考じしてください。 


IRQ 

周辺機器（コント□ーラ） 

IRQ 

周辺機器（コント□ーラ） 

0 

システムタイマ 

12 

マウス 

1 

キーボード 

13 

数値演算プ□セ、ソサ 

2 

- 

14 

プライマリ IDE 

3 

COM 2 シリアルポート 

15 

セカンダリ IDE 

4 

COM 1 シリアルポート 

16 

USB 

己 

PCI 

17 

VGA 

6 

フ □、ソ ピーディスク 

18 

- 

7 

PCI 

19 

USB 

8 

リアルタイムク□ック 

30 

LAN 1 

9 

ACPI Compliant System 

31 

LAN 2 

10 

PCI 

49 

Adaptec SCSI 

11 

PCI 

50 

Adaptec SCSI 
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SCSI 巳 lOS コンフイクレーシヨン 

に CSISe / e な」ユーティリティはマザーボード上の SCSI コント□-ラ（またはオプションボード上の SCSI コ 
ント□ーラ）に対してを種設定を行うためのユーティリティで、起動には特殊な起動ディスクなどを使用せ 
ずに、 POST の実行中に簡単なキー操作から起動することができます。 


リテイの用途 


SCSISe / ec 口ーティリティは、主に接続される SCSI 機器の転送速度の設をを行う場合(バッ 
クアップファイルベイに搭載したデバイス(八ードディスクを除く）じ使用します。 



Pi 


SCSI のコンフイグレーシヨンは SCSI コント□—ラ単位に個別にユーテイリテイを起動し 
て設定しなければなりません。本体内には SCSI コント□ーラび1つ搭載されています。 


マザーボード巧蔵のコントローラに巧ずる設定 


本体のマザーボードに搭載されている SCSI コント□ーラに対する設をの変更方まについて 
説明します。 


本体には、最新のバージヨンの SCSISe / e がユーティリティびインス I ルされています。 
このため設定画面び本書で説明している内容と異なる場合びあります。本書と異なる設定項 
目については、オンラインヘルプを参照するか、保守サービス会社に問い合わせてくださ 
し、。 


起動 

SCSISe / e なユーテイリテイの起動から終了までの方まを次に示します。 
1. 本体の電源を ON にする。 

POST 実行中の画面の途中で次のメッセージを表示します。 


搭載している SCSI コント□—ラの数だけ表示されます。 


Adaptec AIC-7899 SCSI BIOS Build v2.57sl3 
(c) 2000 Adaptec, Inc. All Rights Reserved 

◄ ◄◄ Press <Ctrl> <A> for SCSISelect(TM) U 址 ity! ►►► 
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2. < Ctrl > キーを押しなが 6< A > キーを押す。 

SCSIvSe / ec 口ーティリティが起動し、 「 Main 」 メニューを表示します。 


3. 力ーソルキーを使って rBus : Device 」 ボックス内の r 04:07: A 」 または r 04:07: B 」 を選択して 
< Enter > キーを押す。 


You have an AIC-7899 
SCSI Controller in vour system. Move 
the cursor to the Bus:Channel to 
be configured and press <Enter>. 


「 Bus:Device:Channel — 

04:07:A 

04:07:B 


<F5> - Toggle color/monochrome 


マザーボードの SCSI コント□-ラにはチャネルが 2 つあります。チャネル八(04:07:八)は1^な3160 
SCSI コネクタ（外部 SCSI ( Wide ) コネクタ用）を、チャネル目(04:07お）は Ultra 160 SCSI 〕 ネク 
夕（内蔵ファイルデバイス用）を示します。 

選択すると、 「 Options 」 メニューを表示します。 

4. オプションか6メニューを選択して < Enter > キーを押す。 

- Options - 


Configure/View Host Adapter settings 


SCSI Disk Utilities 


アダプタ（選択したチャネル）やチャネル(こ接続されているデバイスに対して設定したいときは、 
「 Configure/View Host Adapter Settings 」 を選択します。 

選択したチャネルに接続された八ードディスクのフォーマツトやベリファイ、およびチャネルに 
接続されたデバイスの SCSI ID などを知りたいときは 、 「SCSI Disk Utilities 」 を選択します。 

詳しい内容(こついてはじ(降の説明を参照してください。 


ConTigure/View Host Adapter Settings 

設定するチャネルを選択後に表示される 「 Options 」 メニユーで rConfigure/View Host 
Adapter Settings 」 を選択すると画面が表示されます。 


- Connguration - 

SCSI Bus Interface Definitions 

Host Adapter SCSI ID.7 

SCSI Parity Checking.Enabled 

Host Adapter SCSI Termination.Enabled 

Additional Options 

Boot Device Options.Press<Enter> 

SCSI Device Configuration.Press<Enter> 

Advanced Configuration Options.Press<Enter> 


<F6> - Reset to Host Adapter Defaults 
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次にメニューとパラメータを説明します。ここでの説明を参照して最適な状態に設をしてく 
ださい。 


SCSI Bus Interface Definitions 

l"SCSI Bus Interface Definitions 」 にある 3 つの項目は、羊ーボードの力ーソル(く^ >羊一/ 
< t >キー）で項目を選択してから、 < Erite 「> 羊一を押して変更する項目をま定します。パラ 
メータの選択はカーソル (< 1 >羊 一/く t >キー）を使用します。それぞれの機能とパラメータ 
は次の表のとおりです。 


項目 

パラメータ 

機能/設定 

Host Adapter SCSI ID 

〇〜 [7；| 〜 1 己 

「7」に設定してください。 

SCSI Parity Checking 

[ Enabled ] 

Disabled 

「 Enabled 」 に設定してください。 

Host Adapter SCSI 
Termination 

[ Enabled ] 

Disabled 

終端抵抗の有効/無効を設定します。 
「 Enabled 」 じ設定してください。 


]： 出荷時の設定 


Additional Options 

「Additional Options 」 にある3つの項目は羊ーボードの力ーソル(く^ >羊一/く t >羊一）で項 
目を選択してから、 < Ente 「> キーを押すとそれぞれのサブメニューが表示されます。サブメ 
ニューにある項目はキーボードのカーソルレ i >车一/く t >キー）で項目を選択してから、 
<£が6「>车一を押して変更する項目を巧をします。パラメータの選択はカーソル (< I >车一/ 
< t > 羊一）を使用します。 

• Boot Device Options 

「Boot Device Options 」 じ力ーソルを合わせてく Erite 「> 羊一を押すと次のような表示に 
変わります。 


: Boot Device Configuration 


Select SCSI peripheral from which to boot. 

To view peripheral by ID# select "SCSI Disk Utilities" from previous menu. 

Boot Channel.A First 

Boot SCSI ID .0 

— Options Listed Below Have NO EFFECT if MULTI LUN Support Is Disabled - 
Boot LUN Number .0 


システムの拡張と n ンフイグレ—シヨン 


227 
























メニュー内の機能とパラメータは次の表のとおりです。 


項目 

パラメータ 

機能/設定 

Boot Channel 

[A First ] 

B First 

「A First 」 に設定してください。 

Boot SCSI ID 

[0] 〜 1 己 

「0」に設定してください。 

Boot LUN Number 

間〜 7 

「0」に設定してください。 


[]: 出荷時の設定 


• SCSI Device Configuration 

「SCSI Device Configuration 」 に力ーソルを合わせて < Ente 「> 羊一を押すと夕のような表 
示に変わります。 


SCSI Device ID 


-SCSI Device Configuration - 

#0 #1 #2 


#3 #4 #5 #6 #7 


Sync Transfer Rate (MB/Sec) 
Initiate Wide Negotiation ■ . ■ ■ 


- Options Listed Below Have NO EFFECT if the BIOS is Disa 


160 

160 

160 

160 

160 

160 

160 

160 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 


Enable Write Back Cache. 

… N/C 

N/C 

N/C 

N/C 

N/C 

N/C 

N/C 

N/C 

BIOS Multiple LUN Support … 

… No 

No 

No 

No 

No 

No 

No 

No 

Include in BIOS Scan . 

---Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

SCSI Device ID 

#8 

#9 

#10 

#11 

#12 

#13 

#14 

#15 


Sync Transfer Rate (MB/Sec).-- 

-- 160 

160 

160 

160 

160 

160 

160 

160 

Initiate Wide Negotiation. 

-.Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Enable Disconnection. 

■- Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Send Start Unit Command. 

-■ Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

—— Options Listed Below Have NO EFFECT if the BIOS is Disabled — 



Enable Write Back Cache. 

--N/C 

N/C 

N/C 

N/C 

N/C 

N/C 

N/C 

N/C 

BIOS Multiple LUN Support - … 

--No 

No 

No 

No 

No 

No 

No 

No 

Include in BIOS Scan . 

■- Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 
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メニュー内の機能とパラメータは次の表のとおりです。 

I M-O 設定は各 SCSI ID ごとに行えまず。夕ーゲットとなる装置の SCSI ID を確認してか5設定 
を変更してください。 

■: 追加したオプションの SCSI ID がわからない場合は 「 Options 」 メニューで 「SCSI Disk 

U 川け ies 」 を選択してください。しばらくすると 、 SCSI ID とが応するデバイスの画面が表示 
されます。詳しくはこの後の 「SCSI Disk utilities 」 を参照してください。 


項目 

パラメータ 

機能/設定 

Sync Transrer Rate 

[160] 

20.0 

通常は r 1 60」に設定してください。 

( MB / Sec ) 

80.0 

16.0 

(この値は接続するオプションによって変 


己 3.4 

13.4 

更が必要な場合があります。 


40.0 

10.0 

詳し < はオプションに添付の説明書を 


32.0 

26.8 

ASYN 

参照して< ださい。 

Initiate Wide 

[ Yes ] 


接続した SCSI 機器が Wide SCSI (こ対応し 

Negotiation 

No 


ているときは 「 Yes 」 に設定してください。 
対応していないときは、 「 No 」 に設定して 
ください。 

Enable Disconnection 

[ Yes ] 

No 


「 Yes 」 (こ設定してください。 

Send Start Unit 

[ Yes ] 


八ードディスクに対して使用する場合は 

Command 

No 


「 Yes 」 (こ設定して<ださい。それ iU 外の場 
合は、「 N 0」に設定してください。 

Enable Write Back 

Cache 

Yes 

No 

[ N / C ] 


「 N / C 」 (こ設定してください。 

BIOS Multiple LUN 

Support 

Yes 

[ No ] 


「 N 0」じ設定してください。 

Include in BIOS Scan 

[ Yes ] 

No 


「 Yes 」 に設定してください。 


[]： 出荷時の設定 
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• Advanced Configuration Options 


「Advanced Configuration Options 」 に力ーソルを合わせてく Ente 「> 羊一を押すと次のよ 
うな表示に変わります。 


Advanced Configuration Options 


Reset SCSI Bus at IC Initialization .Enabled 

Display <Ctrl><A> Message During BIOS Initialization.Enabled 

Extended BIOS Translation for DOS Driver > 1 GByte.Enabled 

Verbose/Silent Mode.Verbose 

Options Listed Below Have NO EFFECT if MULTI LUN Support Is Disabled 

Host Adapter BIOS .Enabled 

Domain Validation.Enabled 

Support Removable Disks Under BIOS as Fixed Disks.Disabled 

BIOS Support for Bootable CD-ROM .Enabled 

BIOS Support for Inti3 Extensions .Enabled 


メニュー内の機能とパラメータは次の表のとおりです。 


項目 

パラメータ 

機能/設定 

Reset SCSI Bus at 
に Initialization 

[ Enabled ] 

Disabled 

「 Enabled 」 に設定してください。 

Display < Ct 「 l >< A > 

Message During 

BIOS Initialization 

[ Enabled ] 

Disabled 

「 Enabled 」 に設定してください。 

Extended BIOS 

Translation for DOS 

Driver > 1 GByte 

[ Enabled ] 

Disabled 

「 Enabled 」 (こ設定してください。 

Verbose/Silent Mode 

[ Verbose ] 

Silent 

「 Verbose 」 に設定してください。 

Host Adapter BIOS 

[ Enabled ] 

Disabled : NOT Scan 
Disabled : scan bus 

SCSI 目 I 0 S の有効/無効を設定します。 

次の場合を除いて 「 Enabled 」 (こ設定して 

ください。 

• SCSI コント□ーラ配下(こ接続された 
ハードディスク外のコント□ーラ配下 
に接続した八ードディスクか 60 S を 
目〇饥する場合(八ードディスクが接続さ 
れていない場合は問題ありません)。 

• 披;張 ROM 空間の領域を確保する目的で 
八ードディスクが接続されていない 
SCSI コント□—ラの BIOS を 「 Disabled 」 
にすることができる。 

Domain Validation 

[ Enabled ] 

Disabled 

「 Enabled 」 に設定してください。 

Support Removable 

Disks under BIOS as 

Fixed Disks 

Boot Only 

All Disks 
[ Disabled ] 

リムーバブルメディァがコント□ールする 
オプションは A に- 78 XX 目の S じよリサポー 
卜します。 

BIOS Support for 

Bootable CD-ROM 

[ Enabled ] 

Disabled 

「 Enabled 」 に設定してください。 

BIOS Support for 

Int 13 Extension 

[ Enabled ] 

Disabled 

「 Enabled 」 に設定してください。 
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SCSI Disk Utilities 

SCSI Disk Utilities は選択したチャネルに接続されたデバイスをスキャンし、それぞれのデ 
バイスの情報を表示します。デバイスが八ードディスクの場合は、ディスクの□ーレベル 
フォーマツトやベリファイを実行することもできます。 

設をするチャネルを選択後に表示される 「 Options 」 メニユーでに CSI Disk Utilities 」 を選択 
すると次のような SCSI ID をスキャンする画面が表示されます。 


Scanning SCSI ID : 0 LUN Number : 0 


スキャン後、次のような SCSI ID と対応するデバイスの画面が表示されます。 

- Select SCSI Disk and press <£nter> - 


SCSI ID #0 

No device 

SCSI ID #1 

No device 

SCSI ID #2 

No device 

SCSI ID #3 

No device 

SCSI ID #4 

No device 

SCSI ID #5 

No device 

SCSI ID #6 

No device 

SCSI ID #7 

Adaptec AIC7899 

SCSI ID #8 

No device 

SCSI ID #9 

No device 

SCSI ID #10 

No device 

SCSI ID #11 

No device 

SCSI ID #12 

No device 

SCSI ID #13 

No device 

SCSI ID #14 

No device 

SCSI ID #15 

No device 


この画面でデバイスを選択してく Erite 「> 羊一を押すとデバイスの詳細が表示されます。 
選択したデバイスが八ードディスクの場合は、次のサブメニューを実行することができま 
す。 

♦ Format: 選択したデバイスを□ーレベルでフォーマットします。 

♦ Verify Disk Media: 選択したデバイスのすべてのセクタを比較(ベリファイ）し、不 

良なセクタがあればアサインし直します。 

終了 

SCSISe / e なを終了するには、終了メッセージが表示されるまでく Esc > 羊一を押してください 
(設をを変更している場合は、その前に変更内容の保存を磕認するメッセージが表示されま 
す。保をする （ Yes ) か、破棄する （ No ) を選択してください）。 
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ディスクアレイ BIOS コンフィグレーシヨン 

BIOS Options ユーティリティは、本装置に標準装備の Mylex ディスクアレイコント□-ラ似降「アレイコ 
ント□ーラ」と呼ぶ）じ内蔵の目 IOS のオプション設ををするためのソフトウエアです。 

M-O 通常の操作では、このユーティリティを使って内部の設定を変更ずる必要はありません。 
出荷時の設定のまま使用ずることをお勧めします。 

また、設定を変更すると本装置の機能びうまく動作しなかったり、内蔵の八ードディスクの 
データを消去したりずる場合びありまずので、もしこのユーティリティを使って設定を切り 
替える場台はここで示す説明をよく読んでか5操作してください。 


設定頃目 


巨 IOS Options ユーティリティでは、次の設定が行えます。 

• 目 IOS の有効/無効の設を 
• CD - ROM からの起動の有効/無効の設を 
• インストールエリアの最大容量の設を 

I n-O RAID の設定はこの後に説明ずる 「RAID EzAssist 」 ユーテイリテイを使用します。 



BIOS Options ユーティリティはシステムの電源を ON にした後、自動的に実行される POST 
の間に起動します。 

1 . システムの電源を ON にする。 

POWER ランプが点灯し、ディスプレイ装置には 「NEC」 □ゴが表示されます。 

2. <Esc> キーを押す。 

自己彭断プ□グラム 「POST」 の実行画面に切り替わります。 

3. 「Press <ALT-M> for BIOS options」 と表示された6、 <Alt> キーを押しなが 6<M> キーを押す。 
BIOS Options ユーティリティが起動し、次の画面が表示されます。 

BIOS OPTIONS 

BIOS enabled 
CD-ROM boot disabled 
8-GB drive geometry 
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画面には 「Press < ALT - R > for RAID configuration options 」 と表示されまずび、このメッ 
セージに従ってく Alt > キーを}甲しなび5、く R > キーを}甲すとディスクアレイシステムの設定を 
するソフトウエア 「RAID EzAssist 」 び起動します(操作方法の説明は、この後の項に格納され 
ているオンラインドキユメントに記載されていまず)。ディスクアレイシステムの設定を変更す 
る似がの目的では使用しないでください。 

なお、 MWA を使った LAN 接続によるリモート管理時に 「RAID EzAssist 」 を起動ずる場合 
は、 BIOS セットアップユーティリティにて Server メニユーの rConsole Redirection 」 を選 
択し 、 rserial Po け Address 」 を 「 Disabled 」 に設定した後に巧ってください。 

それぞれのメニューについて説明します。 

• BIOS enabled/BIOS disabled 

アレイコント□ーラの BIOS の有効 ( enabled )/ 無効 ( disabled ) を設定します(化荷時の設定は 
「BIOS enabled 」 です ）。 「BIOS disabled 」 に設定するとシステム内蔵の八ードディスクか6 
起動できな<なります。 

• CD-ROM boot enabled / CD-ROM boot disabled 

ディスクアレイ構成(こ組み} A まれている CD - ROM か 6 起動できるよう(こするための設定で 
す。システムのディスクアレイ(こは CD - ROM は接続されていないため、ここでの設定は無効 
です。出荷時の設定 rCD-ROM boot disabled 」 のままにしておいてください。 

• 2 -GB drive 呂 eometry /8 -GB drive geometry 

本装置で制御できるインストールエリアの最大容量を設定します。なお、インストールエリア 
の最大容量の設定を変更するとディスク内のデータが消去されます。設定を rSG 目 Geometry 」 
か6変更しないで < ださい。 



システムの 0 S をインス!ルできるパーティシヨン容量の最大は 8 GB です。 RAID 構成 
設定画面でブートドライブの領域を 8 GBiy 上確保すると 0 S をインス I ルできても、 0 S 
は起動しません。 

4. 設定を変更する場合は < Y > キーを、キャンセルするときは < N > キーを押す。 

已. 手順3の画面で < Esc > キーを押す。 

ユーティリティを終了し、 POST を継続します。 
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RAID コンフイグレーシヨン 

RAID EzAssist は、本装置に搭載されたディスクアレイコント□-ラ似降「アレイコント□-ラ」と呼ぶ）、 
およびディスクアレイシステムを構築する本体内蔵の八ードディスクに対して詳細な設を-制御をするた 
めのソフトウエアです。 

なお、コンフィグレーション情報を変更した場合は、バックアップをとっておくことをお勤めします。 


本ユーティリティの使用制限 


通常、ディスクアレイシステムは、保守•管理ツール (5 章参照)の r メインメニュー」-「ディ 
スクアレイ〕ンフィグレーシヨン」でセットアップし、おもに ESMPRO/Server Manager で 
管理-保守します。 

本ユーティリティはオペレーティングシステムが起動しないような致命的な障害が発生した 
場合のみ使用します。 


使用上の注意 


RAID EzAssist を使用する前にお読みください。 

• RAID EzAssist に関する詳細な説明は、保守-管理ツール CD - ROM に格納されている才 
ンラインド羊ュメント 「RAID EzAssist オペレーションガイド」をご覧ください。オンラ 
インド车ュメントは NEC の「8番隹 j 」 にも掲載されています （ http :// nec 8. conn /)。 

• 別のシステムなどでコンフィグレーション済みのアレイコント□ーラを使用する場合 
は、あらかじめコンフィグレーション情報をクリアしてください。 

• 本装置がサポートしている RAID 構成にしてください。 

また、パック作成時は空き容量がないようにパックの容量すべてを Logical Drive に設定 
してください。 

• コンフィグレーション情報を作成/更新したときは、コンフィグレーション情報のバック 
アップを行って<ださい。自動再構築が実行されるとコンフィグレーション情報が更新 
されます。このような場合は、再度コンフィグレーション情報をバックアップしてくだ 
さい。故障した八ードディスクを交換してスタンバイディスクの設定を行った後、バッ 
クアップすることをお勤めします。 

• 本装置では、コンフィグレーション情報は化荷時に設定されているため、コンフィグ 
レーション情報を新規に設定する必要はありません。また、システムを初期化する場合 
は、八ードウエア構成を化荷時状態に戻し、保守•管理ツールを使用します (61 ページの 
「再セットアップ」を参照)。 

ディスクアレイ構成変更後にコンフィグレーションのバックアップを行っていないと、 
コンフィグレーション情報び破壊された場台や誤って情報を変更してしまった場台、お 
よび再インストールの際に情報を續日することびできません。コンフィグレーション情 
報び正しくないと八ードディスク内のデータは保護されず、その内容び失われてしまラ 
ことびあります。 
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